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【表紙画像説明】
ガーデンパラソルを反射鏡として用いた手作り電波望遠鏡の製作の様子．直径 3 mのガーデンパラソ
ルにアルミ箔を貼付して反射鏡とし，市販部品のみを用いて電波望遠鏡を作成した．左は反射鏡の表面の
補修作業，右はパラボラの直径と深さを測定し，焦点距離を算出している様子である．この望遠鏡は，中
学 2年時の職場体験として訪問した Square Kilometre Array Observatory（SKAO）本部でのパルサー
PSR B0329+54の観測に使用した．
【今月の表紙デザイン】
今月は「南十字星」をモチーフにしました．日本では冬から春頃に沖縄など南方でしか見えないそうで
す．まだ肌寒さも感じられ，新生活をはじめることが多いこの季節に，南十字星を見つけられたら少し元
気が出そうです．
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XRISMニュース（8）
観測速報その4

都　丸　亮　太 1，XRISMチーム
〈1大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻　〒560‒0043 大阪府豊中市待兼山町 1‒11〉

前回の観測速報（天文月報2025年9月号XRISMニュース3）では，科学誌Natureに掲載されたケンタウ
ルス座銀河団と活動銀河核PDS 456の観測成果をご紹介しました．実はその同じ2025年9月に，XRISMは
さらにもう一つの大きな成果を生み出していました．中性子星X線連星GX 13+1の観測結果をまとめた論文
が，Nature誌から出版されたのです[1]．XRISMは，中性子星の周囲に形成された高温のガス円盤（降着
円盤）から噴き出す「風」（円盤風）による，予想を上回る非常に複雑な吸収線を鮮明に捉えることに成功
しました．今回のXRISMニュースでは，その驚くべき観測結果について解説します．

GX 13+1 
―精密分光が捉えた超臨界降着流アウトフローの異なる姿―

XRISM衛星が明らかにすると期待されていた大きな課題の一つが，X線連星中の中性子星・恒星質量ブ
ラックホールや，活動銀河核の中心にある超巨大ブラックホールの円盤風の物理的起源の解明である．これ
らの円盤風は電離イオン（特にH-, He-likeな鉄）の青方偏移した吸収線によりその存在が示されており，周
辺環境に多量の質量や運動量，エネルギーを輸送しうるため銀河進化等にとって重要な現象であるとされる．
中性子星低質量X線連星GX 13+1はこの円盤風の物理を調べるために最も適した天体の一つである．

この天体はZ sourceと呼ばれる光度が大きい天体であり，さらに円盤風由来の吸収線（青方偏移100‒
1000 km/s）が常に観測されるからである．そのため，XRISM衛星のPerformance Veri�cation（PV）
フェイズのターゲットとして選定され，2024年の2月に観測が実施された．
今回の観測でまず目についたのは，同時観測のNuSTAR（3‒30 keV）スペクトルで観測フラックスが明

らかに低下し，9 keV付近に吸収エッジのような構造まで見えていた点である．普段のGX 13+1とあまりに
違うため，当初は解析手順の誤りすら疑った．しかしその後に届いたXRISM搭載軟X線分光装置Resolve
の高分解能スペクトルは，NuSTARが示した変化が実在することを裏づけると同時に，決定的な新情報を示
した．Resolveには従来よりも遥かに多くの吸収線構造が現れており（図1），円盤風が濃い状態（視線上の
密度が高い状態）が出現していることを示唆したのである．その後にRXTE衛星の過去の観測データをすべ
て確認したところ，レアではあるが同様の状態が過去にもとっていたことが明らかになった．

Resolveのデータ解析の結果，詳細な円盤風の状態が明らかになり，興味深い描像が明らかになった．
吸収線の多くは高電離のHe-, H-likeイオンに由来し，特に鉄では柱密度が非常に大きくn=1→9（nは主
量子数，n=1が原子の基底状態）にもなる弱い遷移まで検出されていた．元素量を太陽組成と仮定する
と，トムソン散乱の光学的厚さは1‒2にもなり，中心からのX線が電子散乱で強く減光されていること
を示唆する．この減光を補正すると，中心光度はエディントン光度*1（LEdd）の1‒2倍となる領域に入る
（通常の状態での光度は約0.5 LEdd）．つまり，見かけは暗いのに，実は中心はむしろ明るく，その強い

都丸
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放射が厚い円盤風に覆い隠されている，という構図が見えてきた．
さらにResolveは吸収線プロファイルの細部も明らかにし，単一速度の吸収体では再現できないこと

がわかった．2つの速度構造をもつ光電離プラズマとして扱うと，600 km/sと300 km/sの2成分でスペ
クトルを説明でき，風が厚いだけでなく構造的であることも示された．
ただし，この結果は新たな疑問も投げかける．それは，エディントン光度を超えるような状態にも関わら
ず，光速の10‒30％という準相対論的な速度の吸収線が見られていないということである．例えば，同じよ
うなエディントン光度比を持つ超巨大ブラックホールPDS 456では，準相対論的なアウトフローがクランプ
状に存在することが示されつつある[2, 3]．それに比べるとGX 13+1では，そのような高速な成分が明瞭に
は見えていない．準相対論的な円盤風がそもそも存在しないのか，それとも存在していても強いX線照射で
完全電離してしまい，吸収線として観測されていないのか．この点は，さらなる観測とモデリングによって
詰めるべき重要な課題である．
私はXRISMのGuest Observerプログラムにてこの天体を再観測した結果を解析中である．新たな観測

データは，エディントン光度よりも小さい光度を持つ，通常のスペクトル状態を捉えており，明らかにPV
フェイズとは異なる吸収線のプロファイルを示している．この2つのデータを比較することで，円盤風の駆
動メカニズムに迫れると考えている．新たな結果に興味がある方はぜひ期待してお待ちしていただきたい．
上でご紹介したPVフェイズの観測については，以下の出版済論文 [1]にまとめられています．

[1] XRISM collaboration, 2025, Nature, 646, 57

より詳細な観測結果については，こちらの論文をご覧ください．
[2] XRISM collaboration, 2025, Nature, 641, 1132
[3] 藤田　裕他 , 天文月報 , 2025, 534

*1 放射による外向きの力と内側への重力が釣り合う最大光度．

図1  XRISM搭載軟X線分光装置ResolveによるGX 13+1の観測スペクトル（右）．多数のイオンからの吸収線構造
がこの円盤風の視線上の密度が大きいことを示している．X線は左図で示した中性子星近傍で発生しており，
円盤風を通して観測することで吸収線構造が観測されていると考えられる．
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中学2年生の職場体験における
手作りパルサー望遠鏡での観測報告

林　　　泰　知
〈ロンドン日本人学校　中等部（訪問当時）〉

中学2年時の職場体験としてSKAO本部を訪問しました．専門的な技術を用いず，市販の部品の
みでパルサー望遠鏡を作成し，検出に挑戦しました．ワイヤーハンガーとバーベキュー用の焼き網
で自作したループフィードを，アルミ箔を貼った直径3 mのガーデンパラソルに取り付け，北半球
で観測可能な最も明るいパルサーであるPSR B0329＋54の検出に成功しました．この経験を通して，
実際に使われている天文学の知識や技術について学ぶことができました．また，中学校で習得した
数学や物理の知識が，実践的な天文学の観測にも応用できることを実感することができました．

は じ め に

ロンドンで2025年7月に開催された，�e Royal 
SocietyのSummer Science ExhibitionにてSquare 
Kilometre Array Observatory（SKAO）の浅山
信一郎さんが実践ブースにて天の川銀河の中性水
素21 cm輝線の観測を行っていたのを見て興味を
持ったことが，今回の望遠鏡作成と観測に挑戦す
るきっかけとなりました．最近では手軽に電波天
文学などの宇宙観測を体験できると知り，興味を
持ち今回の職場体験に至りました．
今回は市販品を用いて電波望遠鏡を製作し，北
半球で最も明るいパルサーであるPSR B0329＋54
の検出を目標としました．
パルサーは低周波で強く観測されますが，低周
波では大型アンテナが必要となり，商用利用によ
るRFI（Radio Frequency Interference）の影響も
大きくなるとのことです．そのため，アマチュア
無線バンドの430 MHz帯付近が物品も入手しや
すいこともあり，アマチュアパルサー観測にはよ
く使われると浅山さんから説明を受けました．今

回はネット通販で入手した 400 MHz帯のBPF
（Band Pass Filter）と LPF（Low Pass Filter）を
使用して観測を行いました．

手作り望遠鏡作成
今回のパルサー観測に用いた電波望遠鏡は，

一般的なオンラインショップで購入できる部品の
みを用いて作成しました．直径3 mのガーデンパ
ラソルにアルミ箔を貼り，それをパラボラとして
利用しました．電波パラボラの焦点にワイヤーハ
ンガーを用いて作成した自作のループフィードを
設置し，使用するBPFの中心周波数403 MHzに
合わせて設計しました（図1）．
望遠鏡の立ち上げのために具体的に行った作業
は以下のとおりです．
・ガーデンパラソルにアルミ箔の貼り付け，パラ
ボラ作成（図2, 3）
・直径（D）と深さ（d）の測定から焦点距離（F）
の計算（図3）

＝ DF d
2

16
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・ 403 MHz帯用のループフィードをワイヤー
ハンガーを用いて作成（参考文献 [1]をもとに，
波長～74 cmにスケールしたループフィードを
設計）（図4）．

・ループの長さ（l）から直径の計算

lD π＝   

・簡易ベクトルネットワークアナライザ（nano
VNA （Vector Network Analyzer）[2]）にて共
振周波数を確認しながらのループフィードの長
さを調整（図5）．
ループフィードをガーデンパラソルの焦点距離
に設置したところ，パラソルの骨組みの金属構造
体などの影響で共振周波数が室内で調整した値か
らずれることがわかりました．そのためパラボラ
の上で共振周波数が403 MHzになるようにルー
プフィードの長さを微調整しました（図6）．

図1 市販品を用いて自作した，電波望遠鏡の全体
像．図中の円の位置にループフィードを設置．

図2 アルミ箔の貼られたガーデンパラソル．

図3 （左）アルミ箔の貼り付けの様子，（右）焦点距
離の計算に必要なアンテナパラメータ（直径，
深さ）の測定．

図4 403 MHz帯用のループフィードの設計図．

図5 ループフィードの長さの調整（左）．nanoVNA
の画面．画面の縦方向が周波数を表し，左に凸
になっている場所が共進周波数となる403 MHz
に凸部分が合うよう調節を行った（右）．

　天球儀
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RFI除去
図7は，パラボラアンテナが受信した信号をス
ペクトラムアナライザで表示したものです．パル
サーからの電波は，広い周波数帯にわたって連続
的に存在する非常に弱い信号です．一方，図7で
強く観測されている信号のすべては，人間の活動
によって発生した人工電波（RFI）であり，地上
デジタル放送，スマートフォン通信，Airwave/
TETRA（Terrestrial Trunked Radio）信号などが
含まれます，RFIが混在すると，強力な人工電波
によって微弱なパルサー信号が埋もれてしまうた
め，体験学習では市販のフィルタを用いてRFIの
除去を試みました．
図8は，LPFを利用して不要な高周波数の信号を
抑えています．この図から効果的に高周波数を抑制
することができています．今回は観測したい信号が
403 MHzだったので416 MHzのLPFを用いました．
図9は，LPFとBPFによるRFI対策後の受信信
号です．BPFは中心周波数403 MHz，透過帯域
幅5 MHzのものを使用しました．
まだ，393 MHz（図9中央左付近において非常
に強く突出している部分であり，図8の突出部分
に対応している）にRFIが残ってしまっています
が，RFIはできる限り低減することが望ましいで
すが，今回使用した市販のBPFではこれ以上の

改善は見込めないとのことでした．電波を受信す
るSDR（So�ware De�ned Radio）が安定して動
作していたので，このまま観測を行うことにしま

図6 nanoVNAを用いた，実際の観測環境での微調整．

図7 作成した電波望遠鏡からの受信信号をスペクト
ラムアナライザで確認した画面．横軸は周波
数，縦軸は信号強度を示しています（横軸の周
波数範囲は0‒1 GHz，中心周波数は500 MHz）．

図8 LPFのみを用いてRFI対策を行った後の電波望
遠鏡からの受信スペクトル（横軸の周波数範囲
は0‒1 GHz，中心周波数は500 MHz）．

図9 LPFとBPFを用いてRFI対策を行った後の，電
波望遠鏡からの受信信号（横軸の周波数範囲は
378‒428 MHz，中心周波数は403 MHz）．
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した．
最終的な観測に使用したセットアップは図10
の通りです．ガーデンパラソルにアルミ箔を貼っ
たパラボラでループフィードに向けて電波を集約
し，ループフィードの上で二つの増幅器（LNA: 
Low Noise Ampli�er）を利用し，信号の増幅を
行いました．その後LPF, BPFの二種のフィルタ
を用いて，RFI除去を行いました．フィルタを複
数使用したため信号強度が低下したことから，最
後に3つ目のLNA（3rd LNA）を設置して再度増
幅し，その後SDR（Airspy Mini）へ入力しまし
た．観測用PCにはMacBookを使用しました．

パルサー検出
観測手法や観測プログラムおよびデータ処理

は，天文月報2025年9月号 [3]に報告されている
ものと同一の手法で行いました．パルサーデータ
解析の重要な処理である群遅延補正（De-disper-
sion）や，信号／雑音比を高めるために信号を周
期ごとに分割して畳み込む（Folding）処理は，

東京大学名誉教授寺澤敏夫先生が開発された解析
ソフトを用いて行いました．中学2年生の私で
も，このソフトのおかげで自分のPCを使ってパ
ルサー解析を行い，信号（Signal）と雑音（Noise）
の比であるS/N比が15を超えるパルサー信号を
取得することに成功しました．図11の右下の図
からは，Folding処理を 714.52746 msの周期で
行った際に，パルサー信号が最も明確に受信でき
ることがわかります．右上段の図は，地球の自転
や公転によるドップラー効果を考慮したPSR 
B0329＋54の見かけのパルス周期の予想値と，観
測によって得られた周期との比較です．この図に
より，観測によって得られた周期が予想周期と一
致しており，パルサー検出が妥当であることを確
認しました．

図10　最終的な観測セットアップ

　天球儀
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お わ り に

職業体験四日目の木曜日には，今回作成した電
波望遠鏡とパルサー観測結果についてSKAO内
で英語での口頭発表する機会を頂きました．ま
た，SKAOに所属するスタッフの方々と成果を踏
まえて意見交換を行い，観測方法や分析のポイン
トなどについて貴重なアドバイスをいただくこと
ができました．例えば，プレゼン後にRFIの対策

を仕事としている方に393 MHzあたりに残って
しまった強力な信号について意見を求めたとこ
ろ，Airwave/TETRAであると教えていただき，
受信していた電波について理解を深めることがで
きました（図12, 13）．
今回の職場体験を通じて，教本では得られない

図12　成果報告会の様子．

図13 SKAO職員とのディスカッションの様子．

図11  2025年11月24日の観測結果．中央の下段は，観測結果をパルス周期ごとに分割し，横軸をパルス周期，縦軸
を観測時間とした図．右側の下段は，受信電波の波形の図．各パルス周期の観測結果を観測時間方向に足し合
わせることで，パルス部分を足し合わせて鋭くし，ノイズ部分は打ち消し合わせて小さくする処理を行った図．

天球儀　



第 119巻　第 4号 199

実践的な知識を学ぶことができました．教本を
読んでいたときには「自分には到底できない」と
思っていたことが，導入レベルであれば，身近な
装置でも再現できると知りとても驚かされまし
た．特に，専門家が扱う大型装置ではなく手作り
の電波望遠鏡でもパルサーを検出できることを知
り，遠く感じていた電波天文学がより身近な分野
として捉えられるようになりました．今回の経験
を踏まえ，今後もアマチュア機器を活用した観測
に積極的に取り組んでいきたいと考えています．

謝 辞
職場体験を受け入れ，終始ご指導くださった

SKAOの浅山信一郎さんに深く御礼申し上げま
す．研究者という職業への理解を大きく深める貴
重なきっかけとなりました．東京大学名誉教授の

寺澤敏夫先生には，データ解析用ソフトウェアの
提供に加え，有益な助言をいただき，大変お世話
になりました．
また，SKAO内での発表の機会を設けてくだ

さった広報のMatthew Taylorさんにも，この場
を借りて深く御礼申し上げます．
今回のSKAO訪問にあたりマンチェスターで
支えてくれた父，活動に理解を示してくださった
ロンドン日本人学校の先生方，そしてSKAOや
Jodrell Bank天文台をはじめご協力くださった皆
様に心より感謝いたします．
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地球の公転に関する教育課程の現状と課題
林　　　隆　之
〈麻布中学校・高等学校　〒106‒0046 東京都港区元麻布 2‒3‒29〉

e-mail: t.hayashi@azabu-jh.ed.jp, t.hayashi.azb@gmail.com

現代の宇宙観を構成する基本概念のひとつに地球の公転がある．地球の公転という概念自体は中
学校の理科で導入され，いくつかの天体現象が公転によって合理的に説明されることが示されるも
のの，中学校段階では，地球が公転しない宇宙モデルを否定する観測的証拠は扱われない．現行の
学習指導要領においては，地球の公転の根拠となる年周光行差や年周視差の検出は，履修者が全体
の約1％にとどまる発展科目「地学」でのみ取り上げられる．その結果，学校教育において地球の
公転を裏づける観測的根拠に触れない者が大多数を占める現状がある．本稿では，地球の運動が観
測的に実証されてきた歴史を概観するとともに，学習指導要領における天文分野の変遷を整理し，
現行課程における地球の公転に関する学習が抱える課題を明らかにしたい．

1. は じ め に

地球の自転および公転は，近代以降の宇宙観を
構成する基本概念である．特に地球の公転は，年
周視差を生じさせ，天体までの距離測定に利用さ
れることから，「宇宙の距離はしご」の一部とし
て現代天文学を支えている．また，地球を不動と
する天動説から，地球の自転・公転を含む地動説
への転換は，単なる宇宙モデルの交替にとどまら
ない．この転換は，「科学革命」と称されるよう
に [1]，科学史上きわめて重要な転機とされる．
さらに，地球の運動への社会的な関心は高く，し
ばしば「天動説」という語は，自己中心的な態度
や時代錯誤的な保守性を象徴する比喩としても用
いられる．近年，漫画『チ。―地球の運動につい
て』[2]や，それを原作とするアニメーション作
品が話題を呼んだのも，その一例だろう．こうし
た重要性や注目の一方で，学校教育は，地球の運
動について十分な学習機会を提供できているのだ
ろうか．

高等学校までの学校教育における学習内容は，
学習指導要領で教科・科目ごとに定められてお
り，その記載事項は教育課程の最低基準として位
置づけられている．各教育現場では，この最低基
準を超える独自の指導も認められているものの，
全国的に共通して保障されるべき知識水準を示す
という点で，学習指導要領はきわめて重要な意義
をもつ．学習指導要領は時代の要請に応じておよ
そ10年ごとに改訂されており，天文分野の学習
内容も改訂のたびに変化してきた．
地球の運動への理解は，学習指導要領における
天文分野の到達目標の中でも特に重視されている
事項のひとつである．ただし，地球が運動する事
実を中学校で学びながらも，その観測的証拠に触
れることなく高等学校を卒業する者が大多数とい
う実態がある．その点で，高等学校までの天文分
野の学習には課題が残されている．
本稿ではまず，地球の運動が観測的に証明され
るまでの歴史的な経緯を概説し，あわせて学習指
導要領における天文分野の学習内容を概観する．
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次に，自転および公転について，学習指導要領に
規定された事項が説明している点および説明でき
ていない点を検討し，天文分野において現行の学
習指導要領が抱える課題を明らかにしたい．

2. 地球の運動にかかわる科学史的
背景

地球の運動に関する理解は，古代以来の天動説
と，近世に確立した地動説との対立の中で，徐々
に確立されていった．ここでいう天動説とは，古
代ギリシアのアリストテレスが，先行する諸説を
集約・再構成して確立した宇宙論を継承したもの
を指す．アリストテレスは，月食で大地が映す円
形の影や，緯度による星の見え方の違いといった
先人たちの観測事実を根拠に，大地は球形である
と主張した（以後，大地は地球と表記する）．そ
して，重い地球は静止し，天球はその周囲を等速
円運動するとされた（図1a）．さらに，不完全で
変化に満ちた地上界と完全かつ永遠不変な天界と
いう二元的構造を想定し，前者を直線運動を本質
とする四元素（火・水・土・空気）からなる世
界，後者を円運動を本質とする第5の元素（エー
テル）から構成される世界と位置づけた．
後世にわたって天文学者を悩ませ続けたのは惑
星の運動であった（当時の定義では，太陽や月も
惑星に含まれる）．惑星は，天球上で恒星に対し
ての位置を変えるため，天球の単純な順行回転で

はその運動を説明できない．この問題に対するひ
とつの解決策は，2世紀にプトレマイオスにより
提示された．彼は，離心円，周転円，エカントと
いう3つの要素を含めた体系を構築することで，
惑星の運動を精緻に説明することに成功し，後世
に影響を及ぼした．
天動説を含む古代ギリシアの合理的知識体系の
多くは，初期キリスト教の神秘主義的性格と緊張
関係にあり，ラテン世界では，これらの知識の継
承が一時的に断絶された．その後，幾多の変遷を
経て，ラテン世界は古代ギリシアの学術的知見を
再発見した．そして，キリスト教の教義と古代ギ
リシアの知見との整合が図られる中で，天動説を
含むアリストテレスの諸学説は絶対的な権威とし
て受け入れられていった．

15世紀に入ると，コペルニクスは，天体運動
の中心を地球から太陽へと置き換えた地動説モデ
ルを提案した（図1b）．このモデルは，数学的に
はプトレマイオスのモデルに匹敵する精度を持っ
ていた．そして16世紀には，アリストテレスを
由来とする宇宙論と矛盾する現象が，ティコによ
り次々に観測された．たとえば，1572年の超新
星（SN 1572）は「ティコの超新星」とも呼ばれ，
永遠不変とされた天界における変化を示した点
で，アリストテレス的宇宙観と明確に対立する．
また，アリストテレスは彗星を地上の気象と解釈
したが，ティコは自らの観測に基づき，彗星が天

図1　（a）アリストテレス，（b）コペルニクス，（c）ティコによる太陽系モデルの概念図
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界の現象であると主張した．さらに，その軌道が
惑星の軌道を貫いており，アリストテレス的な宇
宙観が前提とした「惑星軌道は交差しない」との
見解に反することも明らかにした．
ただし，ティコはコペルニクスの地動説に対し
て懐疑的だった．地球が公転していれば観測され
るべき恒星の年周視差を，当時の観測精度では検
出できなかったためである．これらを背景として
ティコは，地球を宇宙の中心に据えたまま，他の
惑星が太陽の周囲を回るという修正天動説を提案
した（図1c）．このモデルは，太陽の軌道といく
つかの惑星の軌道が交差するという，従来の天動
説には見られない斬新な特徴を備えていた．

17世紀，ガリレオは望遠鏡を用いた観測によ
り，山や谷などの地形が月に存在することを発見
した．これは，天体が完全な球体であるとしたア
リストテレス的な宇宙観に対し，天界にも地上と
同様の不完全性が存在することを示す発見だっ
た．また，木星の周囲を公転する4つの衛星の発
見は，地球以外の天体が回転の中心となり得るこ
との実証となった．これは，すべての天体が地球
を中心に回っているという古典的な天動説への反
証となり，地球が宇宙の特別な中心ではないこと
を示唆する発見であった．決定的だったのは，金
星の満ち欠けとそれに連動する見かけの大きさの
変化の発見である．アリストテレス的な宇宙観を

踏まえた天動説では，それぞれの惑星の軌道は交
差せず，金星は常に太陽より内側を周回するとさ
れ，満ち欠けの全過程は生じない（図2a）．しか
し，実際に観測された金星の見かけの変化は，金
星が太陽の背後まで回り込む（外合する）軌道を
描いていることと一致し，アリストテレス的な宇
宙観の説得力を大きく損なうものだった．
もっとも，ガリレオによる金星の満ち欠けの発
見は，地球の公転運動を含むコペルニクスの宇宙
像（図2b）を証明するものではない．金星の満
ち欠けの発見は，アリストテレス的宇宙観に基づ
く従来の天動説（図2a）に対する有力な反証と
はなったが，たとえばティコの修正天動説によっ
ても説明が可能である（図2c）．地球が太陽の周
囲を公転していることは，1727年のブラッド
リーによる年周光行差の発見，ないし1838年の
ベッセルによる年周視差の検出によって，初めて
観測的かつ直接的に裏づけられた．
ここまで地球の公転に重点を置いて概観してき
たが，自転に関しても，決定的な証拠は18‒19世
紀にかけて発見された．18世紀半ば，フランス
科学アカデミーによって実施された測地遠征によ
り，地球が回転楕円体であることが示され，遠心
力による地球の変形を前提として自転の存在が支
持された．さらに，1851年にはフーコーが，振
り子の振動面がコリオリ力の影響を受けて回転す

図2 （a）プトレマイオス（天動説），（b）コペルニクス（地動説），（c）ティコ（修正天動説）による太陽系モデル
における地球・太陽・金星の関係の概念図．各図において，地球から見た太陽の方向を点線で，地球から金星
の見える範囲を破線で示した．なお，プトレマイオスの天動説では，金星が周転する円が太陽と同期して地球
をまわることで，実際に観測される金星と太陽の離角が説明される．
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ることを示し，地球の自転をより直接的に証明し
た．

3. 学習指導要領における天文分野
現行の小学校・中学校の学習指導要領 [3, 4] は

2017年に告示され，小学校では2020年度から，
中学校では2021年度から実施されている．高等
学校の学習指導要領 [5] は2018年に告示され，
2022年度の入学生から年次進行で実施された．
3.1 小学校・中学校における天文分野の学習状況
現行の学習指導要領における，小学校・中学校
の天文分野に関する学習内容を表1に示した．小

学校および中学校では，大型または高精度な装置
を用いた観測により得られた知見ではなく，身近
な天文現象を中心に学習する．特に小学校では，
肉眼による観測が可能な現象の規則性の理解に重
点が置かれている．たとえば，第5学年の「月の
形と位置の変化」では，月の満ち欠けが周期的で
あることを学び，第6学年の「月の位置や形と太
陽の位置」では，満ち欠けする月の輝いている側
に太陽が位置することを学ぶ [3]．ここで注目す
べきは，学習指導要領においては，太陽・月・地
球の3天体の運動学的関係の理解は求められてい
ない点である．天球上での太陽と月の見かけの位

表1　現行の学習指導要領における理科の学習内容（中学校までの天文分野を抜粋 [3, 4]）

〔小学校〕理科（B 生命・地球）
第3学年（2）太陽と地面の様子
  　太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動

を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する．
　　（ア）日陰は太陽の光を遮るとでき，日陰の位置は太陽の位置の変化によって変わること．
　　（イ）地面は太陽によって暖められ，日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあること．

第4学年（5）月と星
  　月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，

次の事項を身に付けることができるよう指導する．
　　（ア）月は日によって形が変わって見え，1日のうちでも時刻によって位置が変わること．
　　（イ）空には，明るさや色の違う星があること．
　　（ウ）星の集まりは，1日のうちでも時刻によって，並び方は変わらないが，位置が変わること．

第6学年（5）月と太陽
  　月の形の見え方について，月と太陽の位置に着目して，それらの位置関係を多面的に調べる活動を通し

て，次の事項を身に付けることができるよう指導する．
　　（ア）月の輝いている側に太陽があること．また，月の形の見え方は，太陽と月との位置関係によって

変わること．
〔中学校〕理科（第2分野）
第3学年（6）地球と宇宙

　身近な天体の観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する．
　　ア 天体の動きと地球の自転・公転
　　　（ア）日周運動と自転：天体の日周運動の観察を行い，その観察記録を地球の自転と関連付けて理解

すること．
　　　（イ）年周運動と公転：星座の年周運動や太陽の南中高度の変化などの観察を行い，その観察記録を

地球の公転や地軸の傾きと関連付けて理解すること．
　　イ 太陽系と恒星
　　　（ア）太陽の様子：太陽の観察を行い，その観察記録や資料に基づいて，太陽の特徴を見いだして理

解すること．
　　　（イ）惑星と恒星：観測資料などを基に，惑星と恒星などの特徴を見いだして理解するとともに，太

陽系の構造について理解すること．
　　　（ウ）月や金星の運動と見え方：月の観察を行い，その観察記録や資料に基づいて，月の公転と見え

方を関連付けて理解すること．また，金星の観測資料などを基に，金星の公転と見え方を関連
付けて理解すること．
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置関係と，月の満ち欠けとのあいだに見られる法
則性を，観測を通して理解することが目標とされ
ており*1，天動説や地動説といった宇宙観にかか
わる内容は，学習すべき内容に含まれていない．
太陽・月・地球の3天体に関する運動学的関係
は，中学校の理科で取り扱われる．中学校第3学
年の理科では，恒星の日周運動および年周運動
が，それぞれ地球の自転および公転によって生じ
ることを学ぶ．さらに，地球の公転を観測的に支
持する根拠として，金星の満ち欠けが取り上げら
れている [4]．ここで重要なのは，それぞれの学
習内容が地球の自転ないし公転の十分性に着目し
ており，それらの必要性までは論じられていない
点である．すなわち，地球が運動しない可能性
を，中学校段階では否定しきれていないのだ．こ
の点については，後の章にて改めて検討を加え
る．
3.2 高等学校における地学分野の履修状況
高等学校における地学分野の学習は選択制であ
る．現行の学習指導要領では，理科はいわゆる
「2階建て」構造となっており，まず2単位の基礎
科目を履修し，その後に4単位の発展科目を履修
する形をとる．卒業要件としては，物理・化学・
生物・地学の各分野の基礎科目（「物理基礎」「化
学基礎」「生物基礎」「地学基礎」）のうち3科目
を履修するか，基礎科目から1科目と総合科目
「科学と人間生活」を履修することが求められて
いる．この履修形態は2009年告示の学習指導要
領 [6] から導入されたものであり，それ以前の課
程と比べ，基礎科目のみで卒業する場合の履修科
目数が増加している．
履修形態の変更にともない，地学分野の基礎科
目の履修率は明らかな増加を示した（表 2）．
2019年には「地学基礎」の履修率が25％を超え

ている．一方で，発展科目「地学」については，
開設している学校が限られており，その履修率は
1％程度にとどまっている [7]．
地学分野の内容は，総合科目「科学と人間生

活」にも盛り込まれている（表3）．「科学と人間
生活」の履修率は33‒34％程度である [7]，なお，
「科学と人間生活」は，大学入学共通テストの試

*1 気象衛星などによって宇宙から地球を俯瞰する視点が日常化した現代において，月の満ち欠けに関する学習を地球か
らの視点のみに限定することは，かえって現象理解を妨げる可能性があると指摘されている．この点に関して，地球
外から月や太陽を観察する視点を学習に取り入れるよう，2015年および2024年に，天文教育普及研究会から学習指導
要領の改訂に向けた提言がなされている．

表2　高等学校における理科の履修率

科目
年度

2010 2015 2019

基礎科目 地学 I 7.0％ … …
地学基礎 … 26.1％ 26.2％

発展科目 地学 II 0.7％ … …
地学 … 1.2％ 0.9％

総合科目
理科基礎 7.5％ … …
理科総合B 36.0％ … …
科学と人間生活 … 33.4％ 34.0％

教科書採択数に基づく推計 [7]．地学分野の内容を含む科
目のみ抜粋した．

⎧
⎨
⎩
⎧
⎨
⎩
⎧
⎨
⎩

表3 現行の学習指導要領における高等学校「科学
と人間生活」の学習項目 [5]

（1）科学技術の発展
（2）人間生活の中の科学
（ア）光や熱の科学
ア 光の性質とその利用
イ 熱の性質とその利用

（イ）物質の科学
ア 材料とその再利用
イ 衣料と食品

（ウ）生命の科学
ア ヒトの生命現象
イ 微生物とその利用

（エ）宇宙や地球の科学
ア 太陽と地球
イ 自然景観と自然災害

（3）これからの科学と人間生活

学習項目に関する記述のみ抜粋し，探究活動など学習の
あり方に関する記述は割愛した．天文分野にかかわる項
目をハイライトした．
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験科目として設定されていないこともあり，大学
進学率の低い高等学校で履修される傾向があ
る [8]．
以上を踏まえると，高等学校卒業者の地学的素
養を評価する指標としては，総合科目「科学と人
間生活」と基礎科目「地学基礎」の学習内容が有
力な目安となるだろう．
3.3 高等学校における天文分野の学習状況
高等学校における地学分野の学習状況は，履修
率の向上という点では改善しているように見え
る．だが，天文分野の学習内容を見ると，前向き
とは言い難い現状もある．以下，履修率の高い
「科学と人間生活」と「地学基礎」を概観する．
「科学と人間生活」の天文分野には，宇宙観に
かかわる内容は含まれていない．天文分野を学ぶ
単元「太陽と地球」において，「太陽などの身近
に見られる天体の運動や太陽の放射エネルギーに
ついて，人間生活と関連付けて理解すること」が
求められているにとどまる [5]．
「地学基礎」についても，天文分野の学習内容

が充実しているとは言い難い．図3に，基礎科目
における天文分野の学習内容の変遷を示した．高
等学校における地学では，伝統的には，空間軸お
よび時間軸に沿って整理された次の4分野ごとに
カリキュラムが編成されてきた．
・大地の成り立ちと変遷（地質・地球史）
・地球内部とその活動（地震・火山）
・気象と海洋のしくみ（大気・海洋）
・宇宙の構造と進化（宇宙）

1999年告示の学習指導要領における基礎科目「地
学 I」の内容では，この構成を確認できる．さら
に，「地学 I」の天文分野では，太陽から現代宇宙
論に至るまで，広範な空間スケールを対象とした
内容が系統的に配置されていた．ところが，
2018年告示の現行課程における「地学基礎」で
は，この空間軸に沿った網羅性が失われている．

2009年告示の学習指導要領では，単元「宇宙
のすがた」において「宇宙の誕生と銀河の分布に
ついて理解すること」が求められていたが [6]，
現行の学習指導要領における唯一の天文分野の単

図3 高等学校「地学基礎」の学習項目の変遷 [5, 6, 9]．学習項目に関する記述のみを抜粋し，探究活動など学習の
あり方に関する記述は割愛した．天文分野にかかわる項目をハイライトした．1999年告示の課程に設置され
た「地学 I」では，単元「太陽系の中の地球」において地球の自転および公転の観測的根拠が扱われていた．し
かし，2009年告示の「地学基礎」以降は，これらを取り上げる単元は設けられていない．

　天球儀



天文月報　2026年 4月206

元「宇宙，太陽系と地球の誕生」では，「宇宙の
誕生，太陽系の誕生と生命を生み出す条件を備え
た地球の特徴を理解すること」が目標とされ [5]，
宇宙の起源や惑星系に関する内容は含まれている
ものの，銀河の構造やその分布といった空間ス
ケールの大きな現象は，学習内容から外された．
以上の背景として，「地学基礎」が2009年告示
の学習指導要領において「日常生活や社会との関
連を意識しながら地球や地球を取り巻く環境を理
解させ」る科目として設置されたことが考えられ
る [6]．この改訂により，高等学校における地学
分野の基礎科目の構成は，空間軸に沿って自然現
象を網羅的に扱う体系から，時間軸に沿って現在
の地球に至る過程の理解に重点を置く体系へと転
換された*2．
限られた授業時間の中で全自然現象を扱うこと
は不可能であり，特定の観点に基づいて学習内容
を取捨選択することはやむを得ない対応である．
ただし，天文分野の科学的リテラシーの涵養を重
視する立場に立てば，現行課程は内容が著しく限
定された構成と評価せざるを得ない．基礎科目に
おいて天文分野が結果として「犠牲」となったこ
とは*3，今後の検討課題として指摘されるべきで
あろう．

4. 地球の公転の学習における課題
現行の学習指導要領のもとでの学校教育は，現
代的な宇宙観を観測的根拠に基づく科学として適
切に学ぶ機会を提供できているのだろうか．
中学校では，地球の自転および公転について学
習するものの，学習指導要領の記述に照らす限
り，それらの運動によって生じる天体現象の説明
にとどまっている．つまり，自転や公転が必然的
に導かれるような構成にはなっておらず，自転お

よび公転が天下り的に与えられているだけなので
ある（表1）．
もっとも，ある理論モデルが多様な自然現象を
合理的に説明できることを出発点とし，その妥当
性をまず認識させるという教授法は，必ずしも否
定されるべきものではない．実際，化学分野の
教育では，このような手法が広く議論されてい
る [10]．たとえば，ボーアモデルによって原子
構造や元素の性質を説明する際，このモデルを前
期量子論の枠組みから厳密に導出しようとすれ
ば，初学者にとって理解が困難となり，学習意欲
の低下を招くおそれがあることは容易に想像され
る．
中学校段階において，地球の自転や公転の結論
のみ与えるのであれば，その観測的な根拠につい
ては，高等学校の基礎科目で扱うことが望ましい
だろう．現行の履修形態のもとでは，理想的には
「科学と人間生活」でもこの点に触れることが期
待されるが，同科目における天文分野の内容およ
び分量（表3）を踏まえると，それは現実的では
ないかもしれない．また，これは理科の総合科目
のあり方そのものにかかわる問題であり，本稿の
射程を超えるため，ここでは立ち入らない．
まず，地球の自転に関しては，地球が回転楕円
体であること，および振り子の振動面が見かけの
上で回転することによって示されてきた．前者に
ついては，自転を示す直接的根拠であることの明
示こそされていないが，現行課程の「地学基礎」
において単元「地球の形と大きさ」での学習項目
とされている（図3）．自転の観測的根拠のひと
つは「地学基礎」に含まれており，自転の必要性
の理解へとつなげる余地が残されているといえ
る．
一方，公転についてはどうであろうか．観測的

*2 学習指導要領における単元の配列は，必ずしも教科書の構成と一致するものではない．多くの出版社による『地学基
礎』の教科書では，現場での指導のしやすさを考慮し，伝統的な4分野構成を意識した配列が採用されている．

*3 冒頭で述べたとおり，学習指導要領に記載されている学習事項は最低水準であり，改訂により全体の「犠牲」となっ
て削減された内容（たとえば，銀河の構造や分布）であっても，発展事項として教科書に記載されている例はある．
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証拠である年周光行差および年周視差は，いずれ
も現行課程の「地学基礎」では取り上げられてお
らず，「地学」での学習事項とされている [5]．
かつての基礎科目「地学 I」では，地球の自転お
よび公転の証拠がともに学習事項とされていたが
（図3），「地学基礎」への改編にあたって単位数
が削減されたことにともない，これらの内容は発
展科目へ先送りされた．そのため，「地学」を履
修しない約99％の学習者は，地球の公転を裏づ
ける観測的根拠を学校教育で学ばないまま高等学
校を卒業していることになる．
現行の学習指導要領における地球の公転に関す
る学習内容を，歴史と比較して考えると，多くの
学習者はティコの修正天動説（図1cおよび図2c）
を排除できないことになる．ティコは自身の精密
な観測結果に基づき，アリストテレスの主張を踏
襲する天動説に疑問を抱いたものの，年周視差が
検出されなかったことから地球は静止していると
信じ，コペルニクスの地動説を支持するには至ら
なかった．ガリレオが発見した金星の満ち欠け
も，金星が太陽の背後を通過することを示すもの
であり，コペルニクスの体系を一義的に支持する
証拠とはならない（図2）．したがって，ほとん
どの高校生が年周光行差ないし年周視差を学ばな
い現状は，彼らの太陽系の構造に関する理解が限
定的であることを意味する．
天文分野は他分野と比べて関心が高く，学校外
で知識を得ている学習者が多いと指摘されてい
る [11]．学校教育は必ずしも唯一の学習機会で
はない．また，各学術分野からの要請に応じて，
学習指導要領で定める学習内容を際限なく拡充す
ることはできない．それでも，地球の運動のよう
に社会的な関心の高い科学概念については，学校
教育が学習機会を責任をもって提供すべきだろ
う．現状の履修形態および科目の開設状況を踏ま
えるならば，まずは地学分野の基礎科目におい
て，年周光行差または年周視差に関する学習を含
める方向で，教育内容の見直しを検討する必要が

ある．

5. さ い ご に

漫画『チ。―地球の運動について』の第4巻に
は「第三者による（地動説への）反証が許されな
いならばそれは信仰だ」という台詞がある [2]．
自己中心的な態度や時代錯誤的な言動を「天動
説」と形容して揶揄する一方で，地動説を天下り
的に受け入れ，その妥当性や天動説を否定する根
拠を説明できないばかりか，そうした内容を学習
した経験すらないという皮肉な状況が生じている
恐れがある．このような地動説の受容は，科学的
理解に基づくものではなく，かつてアリストテレ
ス的な宇宙観に立脚した天動説が権威として受け
入れられていた状況と同様に，信仰の域にとど
まっている．地球の公転を必然とする観測的根拠
を，多くの学習者が学校教育の中で学べるよう，
学習内容の再検討を求めたい．
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Current Status and Issues in Japanese Ed-
ucation Curricula Related to the Earth’s 
Revolution
Takayuki J. Hayashi
Azabu Junior and Senior Highschool, 2‒3‒29 
Motoazabu, Minato, Tokyo 106‒0046, Japan

Abstract: �e orbital revolution of Earth is one of the 
fundamental concepts that underlies our modern un-
derstanding of the universe. Historically, this motion 
has been confirmed by detecting annual aberration or 
parallax. Current Japanese national curriculum guide-
lines only include this type of evidence in an advanced 
course, which approximately 1％ of high school stu-
dents take. Although the concept of orbital revolution 
is introduced as a reasonable explanation for various 
astronomical phenomena, instruction does not extend 
to its empirical necessity or observational basis. Con-
sequently, most students finish high school without 
learning about the observations that verified Earth’s 
orbital motion.
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小惑星（65635）Hirayamashinの命名と
平山信先生へのご報告

中　村　　　士 1・渡　部　潤　一 2

〈1大東文化大学東洋研究所・兼任研究員　〒175‒0083 東京都板橋区徳丸 2‒19‒10〉
〈2自然科学研究機構国立天文台天文情報センター　〒181‒8588 東京都三鷹市大沢 2‒21‒1〉

e-mail: 1tsukonk@yahoo.co.jp, 2jun.watanabe@nao.ac.jp

日本人で初めて1900年に小惑星を発見した天文学者平山信の名前が今まで小惑星名につけられ
ていなかったことを，私たちは偶然知った．日本における小惑星天文学の創始者と呼んでもよい平
山信の歴史的偉業を改めて称えるために，IAUの小天体命名委員会（Working Group Small Bodies 
Nomenclature（WGSBN））に申請し，2025年9月に（65635）Hirayamashinという命名を得るこ
とができた．本稿では，その経緯について紹介する．

2024年の10月上旬，本報告の第一著者へ旧知
の米国の天文学者から一通のメールが届いた．あ
る日本人が発見した小惑星の名前の意味に関する
問い合わせだった．シュマデル（L. D. Schmadel）
が編纂した『小惑星名辞典』の頁を繰ってみた
[1]．番号順に見てゆくと，1918年に小惑星の族
を発見した平山清次は（1999）Hirayamaとして
載っている．では，日本人として最初の新小惑星
を発見した平山信*1の名前は何番だろうかと探
してみたが，不思議なことに見つからない．念の
ため，平山清次の研究を長年されてきた北大の吉

田省子氏 [2, 3]にも確認していただいたが，平山
信を示すと思われる小惑星の名前はやはりないと
のことだった．また，東京天文台の天体掃索部所
属で，IAUの小惑星命名委員会の委員を務めた，
故冨田弘一郎氏の刊行になる『日本の小惑星命名
宝鑑』（1998年）も参照したが [4]，手がかりは
得られなかった．
周知のように，第2代の東京天文台長を務めた
平山信は，1900年という早い時期に，麻布に
あった東京天文台のブラッシャー天体写真儀を用
いて新たな小惑星を2個発見した*2．しかし，楕

*1 二人の名前の読みであるが，アルファベット表記にすると，平山清次（せいじ）も平山信（しん）もどちらもS. Hi-
rayamaになり，しかも同じ東京天文台教授だったから区別がつかない．そのため，後輩だった清次の方が譲って，英
語表記ではKiyotsugu Hirayamaと改めたという話は本などにも載っている．実際，平山清次の名著『小惑星』再版
（岩波全書，1949年）の巻末著者名には，清次に「せいじ」とカナがふってあったから，本来の名前の読みはやはり
「せいじ」なのだろう．

*2 平山信は，「天体の写真に就いて」（『東洋学芸雑誌』，第80巻，235号，明治34年4月）の記事の末尾に，「一枚の乾板
の上に五ツ六ツの小遊星を発見した事がある」と述べている．
この歴史的な発見の乾板は，戦時中の東京天文台本館の火災により焼失したと思われていた．実際，古い乾板類が

廃棄される寸前で救出された中にあったブラッシャー天体写真儀の乾板のデータは目録化されたが [6]，戦後のもの
が主であり平山信の乾板は含まれていなかった．ちなみに，これらブラッシャー乾板の目録表の実質的な編纂・制作
を行ったのが，著者の一人Hisako Hirose，つまり東京天文台長を務め，日本人のアマチュアによる小惑星大量発見
時代の基礎を築いた広瀬秀雄氏のお嬢さん，故・広瀬尚子氏であったことは記しておきたい．その後に創設された天
文情報センター・アーカイブ室の活動により，旧図書庫の中から新たに戦前の古い乾板が発見され，その中に当該の
平山による小惑星検出時の乾板も含まれていた [7, 8]．これらは，現在はデジタル化されて広く公開されている [9]．
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円軌道が計算できる観測回数に足りなかったため
命名権は得られなかった．1個は1902年にニース
天文台のシャルロワ（A. H. Charlois）が見つけ
た小惑星と同定された結果，（498）Tokioと命名

された．他の1個は1912年にハイデルベルグで
発見され，最初に観測した平山信に敬意を表して
彼に命名権が与えられ，（727）Nipponiaと名づ
けたという．
平山信は，フランスで近代天文学を身につけ東
京大学星学科の教授と初代東京天文台長になった
寺尾寿（ひさし）の最初の学生（1888年卒業）
であり，小惑星の族の発見者平山清次より8年先
輩にあたる．平山清次は，第1次世界大戦中の
1915‒17年にアメリカに留学し，イェール大学の
ブラウン（E.W. Brown）のもとで彼の有名な月
運動論の完成を手伝った．その時，ブラウンの示
唆を受けて小惑星の天体力学的研究を始めたとさ
れる [5]．
しかし，ずっとそれ以前から平山信による新小
惑星の発見について，同僚だった平山清次は当然
認識していたはずだから，平山信の発見が平山清
次が小惑星に興味を抱く動機の一つになったであ
ろうことは大いに考えられる（図1）．その意味
で，平山信は「わが国における小惑星天文学の創

図1 東京大学星学科教授の平山信と平山清次．「天
文月報」特集平山族100周年，第112巻，第9
号（2019年9月）の表紙から引用．

図2 小惑星（65635）Hirayamashin （平山信）の新規登録を告げる IAU小惑星センター（MPC）の回報（2025年9
月）．引用文には，「平山信は日本の天体物理学者で，1920年に第2代の東京天文台長に就任した．彼は1900年
に初めて2個の小惑星を発見し，後に（498）と（727）番と登録されたので，小惑星天文学における日本人の
パイオニアとみなすことができる」，と書かれている．
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始者」と呼ぶにふさわしい．その平山信の名前
が，現在までに名づけられた多数の小惑星名の中
に見つからないのである．これはゆゆしき問題で
はないだろうか*3．
以上のような危惧感を抱いた第一著者中村は，

第二著者である国立天文台の渡部に相談した．渡
部も，今まで誰もこの異常事態に気づかなかった
ことに驚き，単に個人的な立場だけでなく，平山
信が属した天文台として早急に彼の名前を小惑星
に命名したいと考えた．ただ，渡部は公務が多忙
だったため，新たに命名可能な小惑星の候補をリ
ストアップするのにかなり時間を要した．特に顕
著な業績がある場合は，切りの良い小惑星番号を
選ぶので*4, 渡部はその交渉も試みたが，現在は
その種の配慮はしていないと IAU WGSBNから
断られたため，検討の結果，著者二人が候補リス
トから選んだ小惑星が（65635）番だった．
この小惑星（65635）番は，小惑星センター

（Minor Planet Center）回報（図2）の引用文か
らわかるように，東京天文台の職員だった香西洋
樹氏と故古川麒一郎氏が東京大学木曽観測所の
105 cmシュミット望遠鏡を用いて 1977年 3月
12日に発見した新小惑星である．ほかにも候補
はあったが，平山信という大先輩と同じ組織に属
する観測者が見つけた小惑星に平山信の名前をつ
けることに，より意義があると私たち著者は判断
した選択だった．その命名は，香西氏および故・
古川氏の奥様である鈴子氏の許可を得た上で，

IAUへ申請した．予想したより早く2025年9月
のMPC回報に発表されたのを見て，私たちはよ
うやく安堵感を覚えた次第である．
最後に，私たち著者の現在の率直な気持ちを述
べたい．「平山信先生，日本の小惑星天文学の創
始者たる先生のお名前が今まで小惑星名になかっ
たこと，その事実に誰も気づかなかったことは実
に驚くべきこと，恥ずべきことで，深くお詫び申
し上げます．あまりにも遅ればせですが，先生の
発見年 1900年から 1世紀と 4分の 1が経過した
2025年にやっと，（65635）Hirayamashinという
お名前をつけさせていただきました．IAU 
WGSBNの最近の方針で，私たちが希望した番号
の小惑星を選べなかったのは残念ですが，何とぞ
ご了解をお願い申し上げます」．
このメッセージが宇宙の平山信先生に届くこと
を心より祈るものである．
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New Naming of Asteroid（65635）Hira-
yamashin as the Founder of Asteroidal 
Astronomy in Japan
Tsuko Nakamura1 and Junichi Watanabe2

1Institute for Oriental Studies, Daito-bunka 
University, 2‒19‒10 Tokumaru, Itabashi-ku, 
Tokyo 175‒0083, Japan
2National Astronomical Observatory of Japan, 
2‒21‒1 Osawa, Mitaka, Tokyo 181‒8588, Japan

Abstract: Prof. Shin Hirayama（1867‒1945），the sec-
ond director of Tokyo Astronomical Observatory, dis-
covered two new asteroids as early as in 1900 which 
later obtained o�cial numbers as（498）and（727）．
�e authors of this note recently happened to know 
that his name had not been given to any asteroids be-
fore. In order to praise anew his historical achieve-
ments as the Japanese pioneer in asteroid astronomy, 
we proposed his name to an asteroid discovered in 
1977 by the TAO sta� requesting to Working Group 
Small Bodies Nomenclature of IAU. As a result, we 
were announced from MPC the new naming of
（65635）Hirayamashin in September 2025.
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第5回：科学を「鮮やか」に伝える仕事
高　橋　宏　典
〈東北大学理学研究科天文学専攻　〒980‒8578 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6‒3〉

e-mail: kosuke.takahashi@astr.tohoku.ac.jp

キャリア支援委員会が企画する本掲載では，アカデミアを飛び出し，広い世界で活躍する天文学
者の姿を追います．前回までのレポートに続き，今回も当事者である学生が執筆します．今回は，
東北大学の博士課程に在学する高橋宏典さんが，博士号をもつ人材の社会での活躍をテーマとして
科学雑誌『Newton』編集部で活躍する小松研吾さんに取材しました．本稿では，博士号取得後，
科学雑誌編集者というキャリアへと進んだ小松さんの歩みを通して，研究の世界から編集へと進ん
だ背景をはじめ，博士号を持つからこそできる専門的な研究成果を社会に届くかたちへ編み直す編
集の工夫，そして「科学を伝えること」への思いを紹介します．高橋さんのレポートをお読みくだ
さい．（キャリア支援委員会）

今回は株式会社ニュートンプレスの編集者，小
松研吾さんにインタビューするという貴重な機会
をいただきました．小松さんは北海道大学大学院
で博士号を取得後，科学雑誌『Newton』を刊行
するニュートンプレス社に入社され，編集者とし
て活躍されています．本記事の読者の皆さんに
も，書店で『Newton』を手に取ったことがある
という方が多いのではないでしょうか．
本インタビューでは，小松さんがなぜアカデミ
アから民間企業へと進まれたのか，どのようにア
カデミアの経験を活かしているのか，そして「科
学を伝える」ことへの思いなどを伺いました．そ
のお話の一部始終を，本記事を通して皆さんにご
紹介したいと思います．

「科学雑誌編集者」というキャリアへ
小松さんは北海道大学理学部で磁気圏物理を専
攻していました．そこでは，シミュレーションや

衛星データを用いたヴァンアレン帯*1の研究を
行っていました．大学院時代，小松さんは研究に
没頭しながら，仲間たちと過ごす時間も含め，充
実した日々を送っていました．物理学に強い憧れ
を抱き，迷うことなく研究の道へ進んだ小松さん
ですが，一方で，研究を続けるべきか，あるいは
別の道を歩むべきかという葛藤を抱えていまし
た．「研究の世界では常に“新規性”が求められ
ます．自分の研究テーマをこの先も続けていける
のか，不安を感じることもありました」と小松さ
んは振り返りました．
そうした悩みの中で，小松さんは，これまで

一貫して大切にしてきた「自分の好きなこと」
を，キャリア選択の拠り所として意識するように
なりました．そうして浮かび上がってきたのが
「科学を伝える・教えること」でした．次第に，
「科学を広める仕事に携わりたい」という思いが，
小松さんの中で明確になっていきます．

*1 陽子や電子などの荷電粒子が地球の磁場に補足されて生じる地球を取り巻くドーナツ状の放射線帯 [1]．
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博士課程の3年間を修了する頃，小松さんは
ニュートンプレス社編集者の通年採用を知りまし
た．一般向けの科学雑誌編集者という職業は，
「科学を伝えること」という小松さんの思いと重
なるものでした．応募の結果，見事採用され，第
一志望の企業でキャリアをスタートさせました．
この選択は，小松さんにとってキャリアにおけ
る一つの大きな転換点となりましたが，その背景
には常に「自分の好きなこと」や「興味のあるこ
と」を軸に考える姿勢がありました．小松さんの
歩みは，進路を考えるうえで，自身の関心や価値
観を軸に据えることの重要性を示しています．
では，「科学を伝えること」を仕事とする現在，
小松さんは大学院での研究経験や博士号取得の過
程で得た知見を，どのように活かしているので
しょうか．

アカデミアで培った力
科学雑誌編集者の仕事は，企画立案から取材，
原稿の執筆，レイアウトや図・イラストを含めた
記事構成まで，記事が世に出るまでの工程全体を
担うことです．その中核となるのが，専門的な内
容を一般の読者にも伝わる形に整理し，発信する
という役割です（写真1）．
それぞれの専門分野の情報を一般向けに噛み砕
いて伝える際には，専門分野を深く掘り下げてき

た経験が大きな力を発揮します．「専門を極めた
経験があるからこそ，わかりやすく伝えることの
難しさも，その面白さも実感できる」と小松さん
は語ります．難解な専門知識を，背景まで踏まえ
たうえで正確に，しかもわかりやすく伝えるため
には，本質を損なわないよう情報量を調整し，適
切に言い換える必要があります．こうした作業
は，研究者が自身の研究内容を異分野の人に説明
する際に日々行っているプロセスそのものです．
この点こそが，博士課程で培われた力の大きな特
長だと私は感じました．
さらに，小松さんは，博士課程で培った経験を
背景に，多様な分野の研究成果を記事としてまと
め，幅広い読者に届けることに，この仕事ならで
はのやりがいと面白さを感じているといいます．
専門家と一般の読者をつなぐ橋渡し役として，専
門性を究めてきた知見が生かされているのです．

情熱と没頭―裾野を広げる機会
学生に向けて小松さんは次のように語ります．

「大学院生時代は，学びと研究を通じて“裾野を
広げる”ことが大事です．没頭するにはエネル
ギーが要りますが，それが将来，どんな分野でも
通用する力になります」「アカデミアは厳しい世
界ですが，“情熱を持って研究を続けたい”とい
う思いがあれば大丈夫．情熱をもって取り組むこ
とこそ，学生の特権です」実際，進路に関わら
ず，大学院修了後には自分のやりたい勉強や研究
にとことん集中できる時間を確保することは次第
に難しくなります．学生時代という貴重な時期に
見聞を広げ，科学に対する素養を深めることが大
切であり，それが大きな糧になると小松さんは強
調されていました．
こうして伺っていると，研究に没頭する時間は
単なる努力の過程ではなく，未来への扉を開く
“力そのもの”なのだと気づかされます．そして，
その“没頭してきた時間”こそが，小松さんの現
在の科学雑誌編集者というキャリアにも生きてい

写真1　記事の編集を行う小松さん
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るのだと私は思います．分野は違っても，研究者
が日々の研究活動の中で味わう喜びや苦労は研究
成果の背後に確かに存在しています．研究の現場
を実際に経験したからこそ，多様な分野の内容を
わかりやすく伝えるだけでなく，単なる解説にと
どまらない奥行きや厚みを記事に与えることがで
きるのではないでしょうか．博士課程で磨いてき
た科学的視点に基づく文章によって，科学を本質
を損なうことなく，読者に明快に届けられる――
その「伝え方」に，これまでの研究経験が生きて
いると私は感じています．

科学が社会的な役割を果たすために
「科学は役に立つ」と聞くと，生活の利便性や
技術的な発展を思い浮かべる人が多いかもしれま
せん．しかし小松さんは，それだけではないと語
ります．「宇宙の壮大さに心を動かされるように，
科学には人を救う力があると思います．」科学を
知ることで世界を新しい視点から見られるように
なり，それが心の支えになる――そうした側面
も，科学の大切な価値だといいます．
私はこれまで，特に天文学は日常生活との結び
つきが見えにくく，「天文学が社会とどう関わっ
ているのか」を説明するのは難しいと感じていま
した．しかし小松さんの話を聞いて，必ずしもそ
のように難しく考える必要はないのだと気づきま
した．宇宙の不思議や壮大さに触れ，多くの人が
ワクワクしたり心を動かされたりすること自体
が，社会にとって重要な価値なのではないでしょ
うか．
また，近年は，科学への信頼が揺らいでいると
小松さんは感じています．原子力発電やワクチン
などをめぐる情報には，誤解や不安も少なくあり
ません．だからこそ「科学リテラシーを高めるた
めには，まず“科学って面白い！”と思ってもら
うことが大事」と小松さんは強調します．多くの
人が科学に親しみ，正しく理解することが，ゆく
ゆくは社会全体の科学への信頼回復につながると

考えています．
さらに小松さんは，「好奇心を持つことこそが，
科学発展の原動力になる」と語ります．次世代に
向けて科学を伝えることで，研究者を志す人材が
生まれ，その人々がまたさまざまな形で科学を発
信していく．こうした循環の中で，科学は世代を
超えて受け継がれていきます．博士号を持つ人材
は，この循環をより強固で持続的なものにする存
在なのだと感じました．
このような循環の出発点にあるのは，難解な理
論や専門的な議論ではなく，誰もが一度は経験す
るような「不思議だ」「面白い」と感じた学問に
対する素朴な驚きなのではないでしょうか．そう
した体験が学びへの動機となり，研究や発信を通
じて他者へと伝わることで，次の世代の好奇心へ
と受け継がれていく―― 私はこのような積み重
ねこそが，科学を社会に根づかせてきたのだと考
えます．

編集者になって，みえるもの
科学雑誌の編集者の仕事は，記事のテーマを考
えるところから，取材，原稿の執筆，編集，そし
て最終的な記事の出版に至るまで，多くの工程に
関わります．では，そうした仕事を通じて見えて
くる，編集者ならではの景色とはどのようなもの
なのでしょうか．「編集者という仕事でしか味わ
えないことは何ですか？」――そう尋ねると，小
松さんは「多彩な分野の第一人者に直接取材し，
その内容を記事として世に届けられることです
ね」と答えてくださいました．『Newton』の編集
部では，取材対象は生物学・医学・宇宙科学など
多岐にわたり，小松さん自身も専門である磁気圏
に関する特集を企画・担当した経験があるそうで
す．自分の専門分野を誌面として世に出せたこと
は，大きな喜びだったといいます．こうした幅広
い分野の研究者と直接対話し，最前線の知を吸収
できること――それこそが科学雑誌の編集者なら
ではの魅力だと，小松さんは語ります．
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そして，その魅力は単なる知的好奇心にとどま
りません．研究という狭い世界の営みをより多く
の人に知ってほしいという思いが，編集の仕事を
通して科学を社会へ届ける原動力になっているの
です．
印象的だったのは，博士号を取得した後に「科
学を伝える仕事」に進む人は意外にも少なく，あ
る意味“レアキャラ”だという話でした．科学広
報やアウトリーチの現場では，専門知識を備えた
博士課程修了者の力が大いに活かされるにもかか
わらず，その道を選ぶ人は多くありません．
一方，ニュートンプレス社の編集部には，修士
号や博士号を持つスタッフが多数在籍していま
す．出版業界では珍しく，理系出身者が中心を占
める構成です．科学をメインテーマに据える
『Newton』だからこそ成立している特色であり，
専門性を活かしながら科学の魅力を広く伝える場
が整っているのだと感じました．

わかりやすく伝える極意
今回のインタビューでは，小松さんからキャリ
アに関することだけでなく，わかりやすく伝える
コツについても伺っていました．最後にこちらを
皆さんに紹介したいと思います．
「研究をわかりやすく伝えるためには．」
皆さんも一度はこの悩みに直面したことがある
のではないでしょうか．むしろ，研究を行うすべ
ての人に共通する課題だと思います．私も，「ど
う伝えるか」というテーマに日々悩む学生の一人
です．特に，自身の専門分野の面白さを分野外の
人に伝えることの難しさを実感しています．
「文章力を高めるコツは何でしょうか？」とい
う質問に対し，小松さんからコメントをいただき
ました．「まず結論から書くこと．そして“なぜ
そうなのか”を理由として述べること．読者が全
く知らない人であるという前提で書くのが大切で
す」．また，ほかの人に読んでもらってコメント
をもらう「素読み」も重要だといいます．書き手

はつい書きすぎてしまいがちで，それは読み手を
置き去りにしている状態．常に“読み手の目線”
を意識する必要があると語ります．「最初は上司
から真っ赤な添削を受けていました」と小松さ
ん．トライアンドエラーを繰り返しながら，編集
者としての現在の表現力を培ってきたそうです．
さらに『Newton』といえば，つい手に取りた
くなる美しい表紙を思い浮かべる方も多いでしょ
う．誌面にも印象的なイラストや写真が数多く掲
載されています（図1）．その秘密を尋ねると，
「社内には専属のイラストレーターがいて，記事
の世界観を一緒に作り上げています」と教えてく
ださいました．「読者が手元に置いておきたくな
るような美しいビジュアル，ひと目でわかりやす
いと思えるようなビジュアルを作ることが大切で
す」と話す小松さん．多くの人に科学に親しみ，
楽しんでもらうためには，まず内容を身近に感じ
てもらうことが欠かせません．現代の科学は，さ
まざまな分野で高度に専門化が進んでおり，前提
知識がなければ十分に理解することが難しい場合
も少なくありません．こうした前提知識の多さや
深さが，科学の敷居を高く感じさせる一因になっ
ていると考えられます．だからこそ，『Newton』
では，ビジュアル表現を工夫することでそのハー
ドルを下げ，読者が最新の科学に納得感をもって
触れられるようにしています．そして，“わかっ

図1 ニュートンプレス社で刊行している雑誌
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た”という体験をきっかけに，科学に興味を持つ
人が一人でも増えてほしい――そこには，小松さ
んをはじめとする『Newton』編集部の思いが込
められています．小松さんの言葉の奥からは，科
学を伝えることへの確かな情熱と，この仕事なら
ではの楽しさが伝わってきました．
さらに今，ニュートンプレスでは新しいウェブ
メディアの立ち上げを進めているといいます．小
松さんは，そのプロジェクトマネージャーとし
て，さらに多くの人たちに科学の面白さを伝える
基盤づくりに挑戦しています．

お わ り に

天文学という分野は「就職にはあまり役に立た
ない」と言われることもあります．しかし，私た
ち大学院生は日々，専門性を磨きながら，自分の
研究内容を日本語・英語でわかりやすく伝える訓
練を積んでいます．進捗報告やセミナー，国内外
での研究会発表，観測・実験のためのプロポーザ
ル（提案書），研究継続のための申請書，そして
最も重要な論文執筆――こうした経験の積み重ね
を通して，私たちは自然と「伝える力」を養って
いるのではないでしょうか．この総合的な力は，
研究に没頭してきた博士号取得者にしかない強み
だと感じます．
このように考えると，大学院生や研究者は，

“ライター”であり“リポーター”でもあると言

えるでしょう．天文学が直接的には社会に役立ち
にくく，就職面で不安を抱く方もいるかもしれま
せん．しかし，小松さんが語ってくださったよう
に，「社会には，研究者のように物事を正確に，
わかりやすく伝えられる人が求められている」と
いう言葉の通り，博士号を取得する過程で身につ
けた力そのものが，大きな武器になるはずです．
もちろん，自分の将来を見据えてアカデミア以
外の可能性に視野を広げることは大切です．しか
し，勉学や研究に情熱を注ぎ“一人の研究者”と
して没頭する時間の中にも，日々鍛えられている
力があります．小松さんが「伝える力」を武器に
編集者として活躍されているように，研究の中で
自ら鍛えてきた力を活かすことで，新たな可能性
が拓かれるのかもしれません．

謝　辞
お忙しい中，貴重なインタビューのお時間をい
ただき，写真を提供くださいました小松研吾さ
ん，本稿の執筆機会をくださいました日本天文学
会キャリア支援委員会の大工原一貴さん（ISAS/
JAXA），久世陸さん（京都大学）にお礼申し上
げます．
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Պॻڭ
おનめ౓

マルコフ連鎖モンテカルロ法入門
―例からはじめるMCMCの基礎と

アルゴリズム

福島孝治・西川宜彦 著，赤穂昭太郎・須山敦志 監修

東京図書，256頁，定価3,520円

5
☆☆☆☆☆

マルコフ連鎖モンテカルロ法（MCMC）を使っ
てモデルパラメータの事後確率分布を調べるのは
天文学の研究で「日常」となった．Pythonで実装
されたNUTSサンプラーや emcee は多くの研究者
によって使われているが，使い勝手がよすぎて，中
身がよくわからないまま動いてしまうこともあるか
もしれない．しかし，MCMCは簡単ではない．高
次元の多峰で複雑な形をした確率分布では，うま
く収束しないこともある．よくわかっていないのに
使うのは大失敗のもとである．では基本から勉強し
ようとして日本語の教科書を探すと，特定のアルゴ
リズムと応用先に絞ったものが多く見つかる．広大
なMCMCの世界を専門家が体系的に概説した本格
的な入門書が欲しいが，意外と少ない．
今回紹介するのは，まさにそのような本であ
る．著者である福島先生はレプリカ交換モンテカ
ルロ法の提案者の一人であり，この分野の第一人
者であるが，一方で大変気さくな方でもあり，お
話が面白い．その影響か，本書には「サイコロぐ
るぐる遷移モデル」など，ユニークかつ本質を突
いた表現が多い．著者の専門が統計物理・計算物
理なので，情報系の専門家による本と比較して，
読み易く感じるのは気のせいではないだろう．

0章と1章ではMCMCがそもそもサンプリング
の手法であること，その意味とメリットがわかり
やすい例と共に丁寧に説明されている．ここを理
解するだけで，MCMCがそもそも何をしている
のかが理解でき，その生成物を適切に処理できる
ようになるだろう．2章と3章では現在よく使わ

れているMCMCアルゴリズムが解説されている．
アルゴリズムをただ羅列するのではなく，互いの
関係性が整理されているため，それぞれの理解が
深まる．4章はアドバンスドな手法として拡張
アンサンブル法である交換法とマルチカノニカル
法が紹介されている．これらは局所解のある問題
で強力な手法であり，研究のアプローチそのもの
を変え得る手法である．5章はがらっと変わっ
て，MCMCサンプルから何かしらの値を評価し
たい時に，サンプルが有限であるが故につきまと
う統計誤差について議論されている．収束判定の
方法を紹介しつつも，それを過信しない姿勢が興
味深い．個人的に最も嬉しかったのは6章で比較
的最近の話題に触れていることだ．詳細釣り合い
を満たさないMCMCや，ポピュレーション・
アニーリング，ネステッド・サンプリングといっ
たモンテカルロ法が紹介されており，現在，手元
の問題で行き詰まっている人にとっては打開策に
なるかもしれない．
本書の特色の一つは，アルゴリズムがすべて

「擬似コード」として整理されていることである．
しかも，すべての疑似コードが十数行に収められ
ているため，理解が容易である．スクラッチから
プログラムを書いてみる助けにもなるだろう．
以上の内容で本文230ページとコンパクトにま

とめられているのは，驚きである．本書から
MCMCを学び始められる学生が羨ましい．

植村　誠（広島大学）
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日本天文学会早川幸男基金による渡航報告書
Star Formation in Di�erent Environments

氏　名：野崎信吾（九州大学大学院理学府 地球
惑星科学専攻D2（渡航当時））

渡航先：ベトナム クイニョン

期　間： 2025年8月10～17日

本渡航では，2025年8月11日から15日にかけ
てベトナム・クイニョンの国際学術拠点 ICISEで
開催された国際会議Star Formation in Di�erent 
Environmentsに参加し，“In�uence of Gas In�ow 
from the Surroundings of Star-Forming Cores on 
Protostellar Mass Growth”というタイトルで口
頭発表を行った．本会議は2016年から継続して
開催されており，今回で第4回を迎える．会期5
日間のあいだに54件の口頭発表と35件のポス
ター発表が行われ，星形成分野の観測および理論
の研究者が世界各地から集まる大規模な国際会議
であった．私は，自身の研究成果を広く発信する
とともに，星間分子雲（数パーセク）から原始星
（数 au）に至る多様なスケールでの星形成の理
論・観測研究者と議論を深めることができた．さ
らに，今後の研究の方向性を再認識するうえでも
非常に有意義で貴重な経験となった．
私は本会議において，星形成過程では分子雲コ
アそのものの自己重力収縮だけでなく，外部から
の質量供給も重要な役割を果たす可能性があるこ
とを示唆する研究成果を発表した．星は，分子雲
内の高密度領域（分子雲コア）で誕生する．その
ため，これまでの多くの数値シミュレーションで
は，孤立した分子雲コアを初期条件として，その
後の星形成過程を追う研究が行われてきた．しか
し，近年の観測では，コア外部からの質量流入が
数多く報告されており，星形成を理解するには外
部環境の影響を考慮する必要があることが明らか
になりつつある．そこで，まず本発表の導入で

は，Nozaki et al.（2025）の成果に基づき，ト
レーサー粒子を用いたシミュレーションによっ
て，星のもととなるガスが3次元的にどこまで広
がり，どのように星へ降着していくかを示した．
この成果は，観測で指摘される分子雲コア外部か
らの質量供給を理論的に裏付ける点で重要であ
り，発表後には私のコア同定手法や乱流駆動の妥
当性について質問をいただき，活発な議論につな
がった．
さらに本題として，異なる外部密度をもつ分子
雲コアを初期条件とした3次元非理想磁気流体数
値シミュレーションの結果を報告した．具体的に
は，比較的高密度な外部環境をもつ分子雲コアで
は，星への質量降着率が高いまま維持され，その
時間進化が自己相似解に基づく自己重力的な降着
からBondi降着への移行として説明できる可能性
があることを示した．また，分子雲コア単位で見
た局所的な星形成効率が100％を超えうることも
明らかにした．これらの成果は，分子雲スケール
ではアウトフローのサブグリッドモデルの改良
に，また円盤スケールでは星周円盤進化の理解
に，大きな示唆を与えるものである．質疑応答や
発表後の交流では，特にBondi降着の見積もり方
法に関して多くの関心が寄せられ，研究をさらに
発展させる貴重な機会となった．
口頭発表以外にも，会場でのセッション間の休
憩時間（コーヒーブレイク）やランチ，ディナー
では，多くの研究者と密に議論する機会があっ
た．自身の口頭発表は最終日の午後であったが，
それまでの時間を通して，多様な研究者と交流で
きたことは非常に有意義であり，研究上も大きな
収穫となった．特に，オーストラリア国立大学の
Christoph Federrath氏とは，初対面であったに
もかかわらず，偶然にもフライトが重なったこと

雑　報
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から，最寄り空港から会場近くのホテルまでの移
動を共にし，その後も会議期間中のブレイクタイ
ムや食事の場で数多くの議論を重ねることができ
た．議論の内容は今回の発表テーマにとどまら
ず，私の研究（Nozaki et al. 2025）で扱ったパー
セクスケールの集団的星形成シミュレーションに
おける初期条件の妥当性や乱流駆動の設定，さら
に今後の研究方向性にまで及んだ．
また，同世代の博士課程の学生やポスドクの
方々とも積極的に交流する機会を得た．MPIAの
博士課程学生Alexander Mayer氏とは，同様のス
ケールの数値シミュレーションを行っていること
もあり，計算の詳細設定について議論するととも
に，今後の星形成シミュレーションでどのような
理論研究を行うべきかについて意見交換すること
ができた．
さらに，オーストラリア国立大学のポスドク

Chong-Chong He氏からは，GPUベースの銀河
スケールの超高解像度星形成シミュレーション
コードの開発に関する知見を得ることで，現状の
星形成シミュレーションの限界と今後の展望に関
して理解を深めることができた．このように，本
会議では国際的な研究者との議論を通じて，自ら
の研究を広く発信するとともに，今後の研究の方
向性を国際的な視点から再確認する貴重な機会と
なった．

以上のように，今回の渡航を通じて，星形成分
野における国際的な最前線に直接触れることがで
き，自分の研究が世界の中でどのような位置づけ
にあるのかを改めて実感することができた．ま
た，多くの研究者との議論を通じて，今後の研究
課題や進むべき方向性を明確にする非常によい機
会となった．得られた国際的なつながりや知見
は，今後の研究活動を大きく発展させる原動力と
なるものであり，これらを生かして国際的な枠組
みの中で研究をさらに推進していきたい．これら
の貴重な経験は，ひとえに今回の渡航をご支援い
ただいた早川幸男基金ならびに関係者の皆様のお
力添えによるものです．ご支援に対し，ここに深
く感謝を申し上げます．

日本天文学会早川幸男基金による渡航報告書
Massive Black Holes across Cosmic Time

氏　名：星　篤志（東北大学天文学教室／宇宙科
学研究所D3（渡航当時））

渡航先：イギリス ケンブリッジ

期　間： 2025年9月6～14日

今回の渡航では，イギリス・ケンブリッジ大学
で開かれた国際研究会Massive Black Holes across 

Cosmic Timeで，“Low-mass SMBHs at interme-
diate redshi� from JADES survey”というタイト
ルでポスター発表を行った．私の研究テーマは，
銀河の中心にある超巨大ブラックホール
（SMHB）と銀河そのものが，宇宙の歴史の中で
どのように一緒に成長してきたのかを明らかにす
ることである．今回の発表では，最新の赤外線宇

ICISEでの口頭発表の様子

雑　報
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宙望遠鏡である JWST（ジェイムズ・ウェッブ宇
宙望遠鏡 )による国際共同プロジェクト「JADES
（JWST Advanced Deep Extragalactic Survey）」
から得られたデータを用い，SMBHが十分に成
長する前段階の低質量ブラックホールにおける銀
河との関係を調査した観測結果を紹介した．本研
究は，JWSTの分光データと撮像データの両方を
用いることで，遠方宇宙における低質量のブラッ
クホールと銀河のバルジ関係を調査し，銀河バル
ジ質量が，現在の宇宙で観測される早期型銀河よ
りも成長している系を発見し「銀河先行型の進化
経路」を初めて示した最新の研究結果である．
今回参加した国際研究会は，世界各国から研究
者が集まる大規模な会議であり，特に JWSTに
よるブラックホール／銀河研究を牽引している
Roberto Maiolino氏の研究グループがLOCを務
めていたことから，私の研究内容と非常に親和性
が高く，有意義な議論を交わすことができた．本
研究会には，AGN （活動銀河核）観測を専門と
する研究者だけでなく，銀河進化やブラックホー
ル形成モデルを理論的に扱う研究者も多く参加し
ていた．私はこれまで観測的手法を中心に研究を
進めてきたが，議論を通じて理論研究やシミュ
レーションの成果を自身の研究にどのように取り
入れられるかを学ぶことができた．特に，金属量
の進化やフィードバック効果が銀河とブラック
ホールの関係に及ぼす影響について，多角的な視
点を得られたことは大きな成果である．また，興
味深かったのは，JWSTによる面分光観測を用い
て従来とは異なる手法でSMBH質量を推定する
最新の報告である．まだ1天体のみの解析であっ
たが，すでに数十天体規模で観測が進んでおり，
今後統計的に検証されることで，新しい手法の妥
当性が明らかになることが期待される．
今回の会議を通じて，最前線で活躍する研究者

との交流の機会を得られた．議論の中で，私の研
究が「銀河先行型の進化経路」を実証する上で重
要な観測的基盤を提供していることを再認識する
と同時に，星形成，化学進化，フィードバックな
ど幅広いテーマと密接に関わる学際的な共同研究
の必要性を強く感じた．これにより，自身の研究
をより広い文脈の中で位置づけられるようになっ
た．
さらに今回の渡航は，私にとって海外での初め
てのポスター発表でもあった．英語で自身の研究
をイントロダクションから結論まで説明し，質疑
応答や対話を通じて議論を行えたことは，研究者
としての大きな自信につながった．
また，研究会の開催場所であるケンブリッジ大
学キャベンディッシュ研究所は，天文学だけでな
く物理学や医学など幅広い分野の研究室が集まる
環境であり，このような研究環境や生活環境を直
接体験できたことは，今後のキャリア形成におい
て大きな意味を持つ．今後は今回得られた国際的
なネットワークを活かし，低質量ブラックホール
の統計的研究をさらに発展させるとともに，理論
やシミュレーションを取り入れた共同研究を推進
し，銀河とブラックホールの成長メカニズムを包
括的に理解する新しい枠組みの構築に貢献したい
と考えている．今回の会議参加は，自身の専門性
を深めるとともに，学際的視点や国際共同研究へ
の足がかりを得る極めて重要な機会となった．世
界の第一線で活躍する研究者との直接的な議論を
通じて，自身の研究が国際的な文脈においてどの
ように位置づけられるかを実感し，今後の研究展
開に向けた明確なビジョンを得ることができた．
この経験を基盤として，国際的に通用する研究者
として成長していきたいと強く考えている．
最後に，本研究会への参加に際して旅費をご支
援いただいたことに，心より感謝申し上げます．
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日本天文学会早川幸男基金による渡航報告書
One Hundred Years of Supernova Science & Binary Stars in a New Era

氏　名：千葉遼太郎（国立天文台／総合研究大学
院大学M2（渡航当時））

渡航先：スウェーデン ストックホルム／
中国 雲南省

期　間： 2025年8月16～31日

本渡航では，スウェーデン・ストックホルムで
8月 18日から 22日にかけて開催された研究会
“One Hundred Years of Supernova Science”と，
中国・麗江で8月25日から29日にかけて開催さ
れた研究会“Binary Stars in a New Era”にそれ
ぞれ参加した．私は，超新星の観測結果を手掛か
りに，超新星が発生した環境，ひいては超新星爆
発を起こす直前の恒星の活動を調査する研究を
行っている．研究会期間中にMNRAS誌に受理さ
れた論文（Chiba & Moriya 2025, arXiv:2504.06445）
では，一部の Ibc型の超新星の光度曲線が，爆発
直前の恒星からの質量放出によって形成された高
密度のガス（星周物質）の存在によって説明でき
ることを，輻射流体力学シミュレーションによっ
て示した．また，現在は，爆発直前のヘリウム星
を含む連星間の相互作用に伴う「周連星円盤」の
形成によって，前述したような高密度の星周物質
の形成を説明できるかを，流体力学シミュレー
ションを用いて検証を行っている．両研究会で
は，これらの研究の成果に基づいた口頭発表をそ
れぞれ行った．
“One Hundred Years of Supernova Science”は
ストックホルム市街からバスで1時間ほど離れた
歴史あるホテルで開催され，世界中から100名を
超える参加者が集まった．論文でよく名前を拝見
していたが，実際に対面するのは初めて，という
参加者も多く，5日間を通して幅広く議論を行う
ことができた．

私の発表後の質疑では，Philipp Podsiadlowski
氏（オックスフォード大学）からの膨張したヘリ
ウム星の表層での不安定性に関するコメント，
Wynn Jacobson-Galán氏（カリフォルニア工科
大学）からのX線観測の結果との整合性に関する
質問をはじめ，多くの有益な指摘を頂くことがで
きた．また，Chiba & Moriya（2025）のベース
となった観測論文（Das＋24, ApJ, 972, 91）の筆
頭著者であるKaustav Kashyap Das氏（カリフォ
ルニア工科大学），論文で扱ったような光度曲線
によく適用される標準的な解析モデル（Piro＋
21, ApJ, 909, 209）をまとめたAnthony Piro氏
（カーネギー観測所），および論文中のサンプルに
含まれる超新星2022oqmを解析した論文（Irani
＋24, ApJ, 962, 109）の主要著者の一人である陳
平氏（浙江大学）と，それぞれ直接論文の内容に
ついて議論する機会を得た．
発表内容のほかには，特異な星周物質を持つ Ia
型超新星2020aeuhに関する共同研究の結果を論
文（Tsalapatas＋25, arXiv:2507.08532）として発
表したばかりの，実行委員会メンバーのKostas 
Tsalapatas氏，Jesper Sollerman氏（共にストッ
クホルム大学）と，星周物質の形成過程と連星相
互作用の関連について意見交換を行った．また，
X線・電波・可視光による観測結果を総合して解
析した結果から，連星に起因する非対称な星周物
質の中で爆発したことが示唆されている超新星
2022ywx（Baer-Way＋25, ApJ, 983, 101）につい
て，超新星の解析を行ったRaphael Baer-Way氏，
Soham Mandal氏（共にヴァージニア大学），前
田啓一氏（京都大学）と，非対称な星周物質内の
爆発を理論モデル化する方法について議論した．
“Binary Stars in a New Era”は，旧市街が世界遺
産に指定されている雲南省麗江市の中心部にあるホ
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テルで開催され，こちらも200名以上が参加する大
規模な研究会であった．参加の主目的は，現在行っ
ている連星間の相互作用による星周物質形成のシ
ミュレーションについて，問題設定が妥当か連星研
究の専門家から広くコメントを頂くことであった．
聴衆は必ずしも超新星の専門家に限られないため，
発表内容が適切に伝わるか懸念もあったが，発表後
に多数の質問を頂き，活発な議論につながった．
連星合体の専門家であるNadejda Blagorodnova

氏（バルセロナ大学）と質量移動の安定性に関す
る議論を行ったほか，陳卓氏（清華大学）と超新
星の高次元シミュレーションについて，孫寧晨氏
（国家天文台）と超新星2024aecxの光度曲線に私
のモデルが適用できるかについて議論した．また，
離心率の大きい軌道を持つ連星間の相互作用につ
いて研究しているAdam Parkosidis氏（アムステ
ルダム大学）に，自分のモデルに離心率を考慮す
るとどのように描像が変化するかについて議論し
た．さらに，周連星円盤に関する教科書的なレ

ビュー論文（Lai & Muñoz 2023, ARA&A, 61, 517）
を著した頼東氏（上海交通大学）に直接自分のモ
デルの詳細について紹介することができた．発表
内容と離れたところでは，Ia型超新星2020eyjの
電波による新たな観測結果について発表された柳
正偉氏（雲南天文台）と，理論モデルの構築と解
釈について議論することができた．
私が現在行っている研究は，超新星の星周物質
に関する観測結果と，連星のシミュレーションの
結果の両面から，爆発前後の恒星の活動について
調べることを目的としている．
このような研究を成功させるためには，超新星
の専門家だけではなく，連星の専門家とも議論す
ることが不可欠であり，2つの研究会を通してそ
れを実現することができたのは，非常に貴重な機
会であった．本渡航で得られた知見と人的ネット
ワークを，今後の研究に活かしていきたい．最後
に，本渡航をご支援いただいた早川幸男基金，関
係者の皆様に深く感謝を申し上げる．

日本天文学会早川幸男基金による渡航報告書
Galaxy Memoirs Inferring �eir Past from �eir Present

氏　名：津久井崇史（東北大学理学研究科 天文
学専攻 研究員（渡航当時））

渡航先：ブラジル リオデジャネイロ

期　間： 2025年8月8～18日

本渡航では，ブラジル（リオデジャネイロ）で
行われた，Galaxy Memoirs inferring their past 
from their presentと題する国際研究会に参加し，
“Disk Galaxy Formation and Evolution Across 

Cosmic Time with JWST and ALMA”というタ
イトルで口頭発表を行った．本研究会は天の川銀
河・近傍・遠方銀河の観測的知見を統合し銀河形
成・進化を包括的に理解することを目的としてお
り，議論の約半数は近傍銀河，残り半数は遠方銀

河を対象としたものであった．私はその両者の中
間に位置づけられる研究成果を発表し，幅広い研
究者から有益なフィードバックを得るとともに，
現在進行中の共同研究や，今後の研究に向けた具
体的な議論を深めることができた．
天の川銀河を含む近傍銀河では，金属量の多い若

い星からなる「薄い円盤」と，金属量の少ない年老
いた星からなる「厚い円盤」という二層構造の存在
が知られている．しかし，こうした二層構造が銀河内
でいつ・どのように形成されたのかは未解明であり，
現在もGaiaや大規模分光サーベイのデータによって
活発な議論が行われている．ただし，現在観測され
る二層構造は複数の形成メカニズムが作用した結果
であり，個々の痕跡やいつ起こったのかなどの情報
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の大半は失われてしまう．そのため私は，遠方（＝
過去）の銀河を直接観測することで宇宙の平均的な
二層構造の形成過程を探る研究を進めている．
従来のハッブル宇宙望遠鏡（HST）では分解能

や感度の限界から，遠方銀河において薄い円盤と
厚い円盤を分離して調べることは困難であった．
本研究では，ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡
（JWST）の観測データを用い，円盤を真横から観
測できる円盤銀河（エッジオン銀河）に対して星
の分布を詳細に解析し，13億年前から100億年前
に相当する44の銀河において，薄い円盤と厚い円
盤からなる二層構造を同定した．その結果，円盤
銀河はまず厚い円盤を形成し，その後，その内側
に薄い円盤が形成されるという進化の過程を明ら
かにした．また銀河質量が大きいほど薄い円盤の
形成開始が早い傾向が見られ，天の川銀河と同程
度の質量を持つ銀河では，その開始時期が天の川
銀河の星年齢から推定される年代（80‒90億年前）
とおおよそ一致することがわかった．さらに，星
の円盤構造とガスの力学を比較した結果，厚い円
盤から薄い円盤の銀河質量に依存した形成の変遷
は，ガス円盤が臨界不安定性を保ちながら星形成
するモデルでよく説明できることを示した．
本研究会のテーマが inferring their past from 

their present（現在から過去を推測する）である
のに対し，私の研究は inferring their present from 
the past（過去から現在を理解する）という立場
にある．発表した研究では過去の銀河を「タイム
マシン的」に観測することで，薄い円盤の形成が
始まる年代を明らかにした．その年代は，天の川
銀河内の星年齢から「考古学的」に推定される薄
い円盤形成年代とおおよそ一致し，遠方観測と銀
河考古学という異なる手法の整合性を示す結果と
なった．これは，天の川銀河が厚い円盤・薄い円
盤の形成の観点において宇宙の平均的な銀河の進
化と大きく外れていないことを意味する．本発表
で遠方銀河と近傍銀河の観測をつなぐ研究例とし
てアピールでき，よい話題提供ができた．さらに

会議中には，Nicholas Boardman氏と本研究の発
展となる銀河内の金属量測定を含めた円盤二層構
造形成モデルについて，Shiyin Shen氏，Daniela 
Barrientos Acevedo氏とダストが及ぼす構造や力
学測定への影響について，Tutku Kolcu氏と現在
進行中のガスの力学測定研究について議論を深
めた．また，私の参加するMUSE large program 
GECKOチームのDimitri Gadotti氏とは，近傍
エッジオン銀河における厚い円盤と薄い円盤の構
造分離解析の手法について意見交換を行った．
本研究会は，University of Nottinghamで多く
の研究者を育て上げたAlfonso AragonSalamanca
氏 と Michael Merri�eld 氏（『Galactic Astrono-
my』の教科書で広く知られる）のキャリアを祝
う目的も兼ねて開催された．会場では多くの研究
者が両氏の思い出や関連研究を紹介した．その中
で，両氏が築いた研究グループは，所属を離れた
後も共同研究を通じて戻ってくる研究者や学生が
多いことが繰り返し語られていた．私自身も将来
研究グループを立ち上げる際には，人が集まり，
長く共同研究が続く場を築きたいと感じた．
最後に，世界情勢が不安定な中であっても，同
じ熱意を持って銀河研究に取り組む仲間と集まり
議論できたことの有り難さを感じました．この有
意義な渡航をご支援くださり，可能にしてくだ
さった早川幸男基金，そして関係者の皆様に深く
感謝を申し上げます．

研究会での発表の様子
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宿敵？谷口義明くんの想い出
福江　純

e-mail: KHF07427@ni�y.com

今年（2026年）はじめ，tennetに流れた訃報
を読んで一瞬目を疑った．え，1月 9日に亡く
なっただって？　あの絶対に死にそうにない男
が！？　あれほど型破りな人間には，少しだけ型
破りな人間からの，かなり型破りな想い出話が似
合いそうだ（勇者ヒンメル*1なら，そうしただ
ろう）．以下，ほんとにバカバカしいことしか書
いていないので，真面目な方は読まない選択を推
奨する．
まずは面倒だが略歴ぐらい書いておこう．

1954年12月23日　北海道旭川生まれ
1973年　東北大学入学
1978年　東北大学大学院へ進学
1984年　同博士後期課程終了
1985年　日本学術振興会一般研究員
1987年　東京大学東京天文台助手
1988年　東京大学天文学教育研究センター助手
1991年　東北大学助教授
2006年　愛媛大学教授
2007年　愛媛大学宇宙進化研究センター長
2016年　放送大学教授
2026年1月9日　逝去
専門は広く銀河の観測でいいのかな．「すばる
ディープフィールド」や「COSMOS」など，多
くの重要な観測プロジェクトに関わっている．そ
して論文・著書多数，この話はあとでたっぷりし

よう．ネットで検索していたら，ぼくが撮影した
写真もヒットしたので，手元のHDDから探し出
した元画像を載せておこう（写真1）．
谷口くんと最初に会ったのは天文天体物理若手
夏の学校，半世紀も前，1970年代も末のころだ．
二人ともM1から参加していたと思うが，夏の学
校集録の目次（図1）をみると，以下の話は二人
がD1のときだ．宇宙線夏の学校から1971年に天
文関係が独立して10年目だったようである．
彼のところでは当時天文分野で使われ始めた

CCD（図1ではまだ半導体検出器と呼ばれてい
る）をいち早く導入していて，ダークカレントの
処理が問題になっていたんだったと思う．ぼくは

*1 『週刊少年サンデー』（小学館）で連載中の漫画・日本テレビ系で放映中のアニメ『葬送のフリーレン』の作中に登場
する勇者（編集委員注）

追悼

追悼　谷口義明さん

写真1 国際天文学連合 IAU第8回アジア太平洋地域
大会（2002年2月，東京一橋学術総合セン
ター）にて．二人とも40代の最盛期？なころ．

mailto:KHF07427@nifty.com
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理論なので，ダークカレントはもちろん，そもそ
もCCDの話もそのとき初めて聞いたかもしれな
い．そんな話のときに，同時期のヒット映画『ス
ターウォーズ』のダースベーダーになぞらえて，
“ダースベーダーが出た，ダースベーダーが出た”
と連呼していた．いやそれはちょっと無理筋だろ
うと思いながら，口調でねじ伏せ笑いを取ってい
たことをはっきり覚えている．同世代とは思えな
いほど自信たっぷりで，大阪の吉本でも通用しそ
うな，けったいなやつだと思ったのが第一印象で
ある．
ぼくと同世代にはなぜか優秀なやつが多くて，
お互いに切磋琢磨できた（その理由は推測検証し

たことがあり，実証データなどとともに，「研究
者40歳ピーク説」として岩波『科学』に掲載さ
れている）．そんな中で，谷口くんは観測系です
ごく目立っていた一人だった．
その谷口くんとぼくとは，手法（観測と理論）
には共通点はないし，研究対象（銀河と銀河中心
方面）も少し異なるし，性格もまったく違うの
に*2，なぜかウマがあい，夏の学校やその後も会
うたびによく“議論”した．でも，なに話したか
ほとんど記憶にも残っていないので，しょーもな
いバカ話ばかりしていたのだろう．
そうこうするうちに，お互いに論文をどんどん
書き始める時期になった．ぼくは玉石混交だった
が，谷口くんの論文はどうだったやら．分野も違
うし読んだこともないので評価しようもないが，
きっと似たようなもんだったんじゃないかなぁ．
そして，お互いに論文が増えてくると，学会で会
うたびに“ふくえくん，いま何本になったよー”
と論文の数を自慢しに来るので，こっちも自慢し
あうという…．しかし，論文って量より質が大事
なんだから，なんだか方向性間違っていない？　
だいたい，量にせよ質にせよ人と業績を自慢し
あっても不毛で，比較するなら昨日の自分と比べ
るべきだろう．いずれにせよ，同世代の優秀な研
究者がどんどん良質な論文を書きだして，どんぐ
りの背比べになってきたためか，だんだんしなく
なっていった．でも，そんな子供っぽいバカげた
ことができる唯一の相手だったと思う．
またこれは多少差し障りがあるが，当時は有名
な事件だったし，まぁ，時効だろう．時間は院生
時代に戻るが，すごい実話として．1980年代は大
学院生の自治組織である院生会が各大学で活発な
時期である*3．東北大で助手の昇進を（一時的
だったとは思うが）院生会が阻んだことがあり，
谷口くんはその中心人物だった．いつの時代も天

*2 かれは当時から無茶苦茶系で傍若無人だが，ぼくは少なくとも当時は大人しく人見知りのマジメくんだった――
まぁ，生き残って言ったもの勝ちの話だけど．
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図1　第10回天文天体物理若手夏の学校（1980年）の
集録目次．
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文は最先端を走っていると思うが，院生たちが
もっとも尖っていた時代かもしれない．にしても，
院生たちが昇任人事を覆したのは当時の天文界隈
では一大事件だったし，瞬時にして全国津々浦々
に伝わった，当時はよく知られた逸話だった．
もちろん京大の宇宙物理学教室にも院生会があ
り，理学部全体や全学などの上位組織もあって，
ぼくも上の会議にはパシリで参加したこともあ
る．ぼくより少し上の世代が活発で，ぼくたちの
世代はやや大人しくなりはじめていたが，まぁ，
多少は活発ミームを受け継いだのかもしれない．
天文天体物理若手夏の学校も，そんな活動的な世
代の院生たちが自主的に分離独立してはじめたも
のだっただろう．そして京大宇宙物理の院生会
も，教室運営をめぐって教室スタッフとしばしば
衝突もとい議論し，実際，部分的だが教室運営に
も院生が関与していた時代である．そして京大宇
宙物理でも院生の目からみて無能なスタッフもい
たが（いや，あちこちの大学でも無能なスタッフ
は結構居た；東大のだれそれとか，名大のだれそ
れとか，当時の全国の院生はみな知っていた）*4，
さすがに教室人事まで干渉はできなかった．
ともあれ，当然の帰結として，谷口くんは東北
大ではすぐには職が得られなくなったんだろう
か，いったん東北大を出ることになった（そのこ
ろは理不尽だと思ったが，スタッフを経験した現
在では，まぁ，わかる．ぼくだってあんなヤツは
採用したくないだろう）．そして助教授で東北大
に出戻り，さらには，愛媛で一旗揚げることに

なったわけだが，愛媛でも他でも好き勝手に振る
舞っていたのは想像に難くない．最後は放送大学
だったが，これは故海部宣男さんに後任を頼まれ
たと聞いた覚えがある．しかし，いまも昔もあん
な骨のある（暴走する）院生はいないだろう．こ
とのよしあしはさておき，本当にすごいやつだと
思っていたし，いまも思う．
そうそう，共同研究も少しした．ぼくが大阪教
育大学の地学に赴任して間もなく，天文分野の先
任助教授について，その下の助教授から，“あの
人は業績（論文）がないので，このままじゃ，教
授になれん．業績をつけてやってくれ”なんて言
われたのが発端である．ふつう，助教授が助手に
言うかいな，そんなこと．そもそもその助教授自
身がやればいいじゃん，とは思ったが．いずれに
せよ，論文を書くのはもう苦ではなくなっていた
し，新しい分野の研究にも関心はあった．件の先
任助教授の一応の専門分野は銀河の理論だったの
で，谷口くんに相談して協力してもらい，3人の
共著論文ができあがったわけである．ぼくが書い
たスターバースト銀河の論文は後にも先にもこれ
だけである．その原著論文の後押しもあって，先
任助教授は教授に昇進できたのは後日の話．“ふ
くえくんも大変だなぁ～”と谷口くんにはしみじ
みと言われた．
そういえば，谷口くんとは著書数“競争？”も
したなぁ．一般向けの解説書はぼくの方が早く，
30歳ぐらいから書き始めたが，そのうち谷口く
んも一般書籍を書き出すと，それがまぁ，どんど

*3 大学に入学したころは，東大安田講堂占拠（1969年）よりは少し後で，大学紛争は下火になりはじめた時期だ．まだ
バリスト（バリケードを築いて大学に入構できなくすること）はあったし，講義中に白ヘル×手ぬぐいマスクのお兄
さんたちが乱入してきて講義をつぶすこともときおりあった．しかし，ぼくたちの世代はいわゆるノンポリ学生（ノ
ンポリはノンポリティクスのことだと思うが，その意味にも無関心なぐらい）で，おいおい，こっちは勉強したいん
だよー，と冷ややかな目で眺めていたものだ．大学院時代はその数年後の時期である．

*4 念のために書いておくけど，メールなどまったくない（SNSはもちろんインターネットさえ）．そんな時代（！）にさ
まざまなことが全国に知れ渡るんだから，当時の院生間の情報連絡網はたぶんすごかったと思う．たとえば，公募が
あったときなども，どこそこの大学の助手公募には，某大学のだれそれクンがすでに決まっているから，公募しても
無理だ，などという情報も流れる．そして結果は事前情報どおりだったりする．メールないのにと驚くかもしれない
が，むしろメールがないからこそ，証拠を残さない口コミで精度の高い情報が広がったのかもしれない．
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ん書き出したわけだ．そしてまた，学会などで会
うたびに，“ふくえくん，今度はこんな本を書い
たんだよー”とにやにや笑いながら自慢しに来
る．実際のところ，監修本などを除いた単著や数
人の共著レベルの書籍は，池内（了）さんや佐藤
（文隆）さんは別格として，ぼくと谷口くんが群
を抜いて多かったと思う．しかし，その二人が，
まるで子供同士がカードの数を自慢しあうよう
な，なんとも幼稚なことである．もっとも，トー
タル著書数ではぼくの方がまだ確実に多かったは
ずなので，こちらはハイハイと大人のフリして相
手していた（と思う）．しかし，ブルーバックス
などの売れる系新書は，彼の方がたくさん書いた
し，まぁいいけど．書店で彼の新刊本をみるたび
に，なんか“銀河”とか“暗黒”とかの同じキー
ワードが入った似たような本ばっかり書きやがっ
て，どんな口八丁手八丁で編集者を丸めこんだん
だよお．それに，出版社もいっぱい紹介してやっ
たじゃん．などと，ちょっとイラつくのも常だっ
た．でもまぁ，これもまた，相手が谷口くんだっ
たからこその，成り立つドアホ同士のドアホ関係
であった．
だけど，そんな関係の谷口くんだったが，ブ
ラックホールシャドーが観測されたとき，いの一
番に喜んでくれたのも谷口くんだった．2019年
のシャドー発見発表後にはじめて会った際，すぐ
やってきて，“ふくえくん，よかったねー‼”と
心から褒めてくれた．社交辞令などいうようなヤ
ツじゃないので，ぼくも彼の言葉がすごく嬉し
かったし，なによりもの勲章だと思っている．
しかし，友として語らうのは楽しいし面白い男
だったが，同僚や上司としては煩くて困ったやつ
だったんじゃないかな．そんな面倒な人間を長年
にわたり支えてくれた愛媛大学の長尾透さんに

は，悪友にかわり，深く感謝したい．またいろい
ろ意見をいただいた太田耕司天文学会会長にもお
礼申し上げる．そしてこんなメチャクチャな思い
出話を掲載してくれた（かもしれない）天文月報
編集部にも謝意を表したい．
コロナ禍以降，長いこと会っていなかったが，
相変わらず本もどんどん書いていたし，まさか病
気だったとは思わなかった．大阪教育大学で始め
た高校生への大学進学合同説明会やその各地版な
どでは，説明会を夏休みにすることが多かったと
いうこともあるが，よく，アロハシャツと半ズボ
ンの珍妙ないで立ちで現れた．カウボーイハット
みたいなのもかぶっていたっけ．おいおい，女子
高生も多いのに，すね毛丸出しはなかろう，てい
うか，そんなヘンテコな先生がいるところ避けら
れないか．こっちはたいていスタッフ側で忙し
く，あのけったいなスタイルを撮っていなかった
ことが悔やまれる（写真1にアロハシャツを着せ
れば少し想像がつくだろう）．最後に会ったのも
そんな会合だった．いまでもあの元気で飄々とし
た姿が思い浮かぶ．
彼は絶対ぼくよりは長生きすると思っていたの
で，あまりにも予想外で早すぎた．もっとも，彼
の扱いは閻魔様でも困っただろう．舌先三寸で丸
め込まれたんじゃなかろうか．いずれぼくが閻魔
様の前で取り調べを受けるときには，“ふくえく
ん，ぼく獄卒頭になっちゃったよー”と，横合い
から言われそうな気がする（イヤな予感しかしな
い）．だから冥福なのは間違いないのだが，いち
おう，最後は型どおりに締めくくることとした
い．
研究者として人として自由奔放に生き抜いた，

終生のライバル谷口義明くんの冥福を祈ります．
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理論宇宙物理学者 Jeremiah Paul Ostriker氏を悼む
須藤　靖

高知工科大学総合研究所　e-mail: suto.yasushi@kochi-tech.ac.jp

宇宙物理学の巨人
2025年4月7日午前（日本時間），プリンスト
ンの友人であるEd Turnerから，Jeremiah Paul 
Ostriker氏（以下“Jerry”）が逝去された旨の
メールを受け取りました．以前より，体調がおも
わしくないと聞いていたものの，大きなショック
でした．心からお悔やみ申し上げます．

Jerryはあらゆることに好奇心を持ち，ユニー
クな視点から謎を発見し，それを解く達人でし
た．私が最初に読んだ彼の論文は，Jim Gunnと
の共著のパルサーモデル [1]でした．その後，円
盤銀河の力学的不安定に関するOstriker‒Peebles
条件 [2]，そして銀河に大量のダークマターが付
随していることを結論した論文 [3]を勉強しまし
た．銀河の典型的スケールを基礎物理定数と関係
づけたMartin Reesとの共著論文 [4]からは，こ
の2人の物理屋としての深い洞察力が感じられま
す．私の専門分野ではないのですが，星間物質に
関するMcKee‒Ostrikerモデル [5]，衝撃波による
宇宙線加速モデル [6]など，広範なテーマにわた
りその後の発展を牽引するようなパラダイム的基
礎理論を提唱してきました．彼の学問的業績や受
賞を書き始めるときりがないので，このあたりに
しておき，以下は私が特に記憶に残っていること
をご紹介します．

きっかけ

私が初めて Jerryを見かけたのは，1985年にプ

リンストンで行われた IAUシンポジウム“Dark 
Matter in the Universe”でした．これは大学院生
だった私にとって初めての国際会議で，論文で名
前だけを知っていた著名な宇宙論研究者を直接
「見る」経験となりました．なかでも，あらゆる
講演に対して，最前列から鋭い質問を矢継ぎ早に
繰り出すGunnと Jerryの姿に圧倒されたことを
思い出します．
しかし実際に彼と初めて会話をしたのは，バー
クレーの博士研究員時代，ニューメキシコ州タオ
スでの宇宙の構造形成に関する会議のときでし
た．外国ではよくあるように，この会議も講演は
午前と夜だけで，午後はスキー場で「自由討論」
となっていました [7]．私も当時バークレーで
ホストだった Joe Silkが運転するレンタカーに
Jim Peeblesと同乗して往復し，一緒にスキー場
での議論を楽しみました（Peeblesのスキーの腕
前はなかなかでした）．Jerryはスキー場にはいな
かったように思いますが，夜のセッション前の夕
食時に議論しました．具体的に何を話したのかは
覚えていませんが，そこで夏にプリンストンに来
るように誘ってもらったのが契機となって共同研
究を始めました [8, 9]．
今思えば，当時の Jerryはまだ50歳を少し過ぎ

ただけでしたが，私にとってはまさに大先生でし
た．ただし，国際会議で受けた辛辣な印象とは全
く異なり，若い学生や博士研究員にはとても親切
に接してくれました．彼は，若者と一緒に研究す
ることを心底楽しんでいたようです．プリンスト

追悼
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ン宇宙物理科学科主任の多忙なスケジュールを
ぬって，毎日30分程度議論の時間をとってくれ
るのですが，予定終了時刻になると別の学生が部
屋の外で待っているのが普通でした．彼の頭は数
多くのアイディアで満ちあふれており，その物理
の本質を簡単な式を用いて具体的な数値で説明す
る，いわばフェルミ推定の達人でした．彼と議論
した直後は，その刺激的なアイディアに興奮する
ものの，落ち着いて自分で考え直すといろいろな
問題点に気づきます．1‒2週間の滞在中，その修
正点を持って議論してはすぐまた別のアイディア
を浴びせられるという繰り返しでした．おかげ
で，毎日かなりのプレッシャーを感じながらも，
充実した楽しい時間を過ごしました．

プリンストンと日本の橋渡し
プリンストン宇宙物理科学科は，ペイトンホー
ルというこぢんまりとした建物にあります．私が
博士研究員をしていたバークレー天文学科に比べ
るとはるかに少人数だったので，多くの人と知り
合いになることができました．Jim Gunn, Jill 
Knapp, Bohdan Paczynski, Neta Bahcall, Ed 
Turnerなどのファカルティーに加えて，博士研
究員や大学院生であったDavid Weinberg, David 
Spergel, Avi Loeb, Michael Strauss, Changbom 
Park, Shude Mao, Renyue Cen, Ue-Li Penなど，
現在世界中で活躍している同世代と知己を得たの
もまた，ペイトンホールでした．
その頃は私がプリンストンを訪れるたびに

Jerryは自宅での夕食に招待してくれました．そ
の際にほぼ毎回同席していたのがTurner夫妻と
Renyueです．それをきっかけとして，Edと奥さ
んの Joyceと仲良くなった結果，私のみならず多
くの日本の天文学者とプリンストンとの共同研究
が行われるようになります．Renyueと Jerryによ
る宇宙のミッシングバリオンの論文 [10]は，日
本で軟X線サーベイ衛星計画を検討する契機とな
りました．このように，Jerryを通じて構築した

人間関係は，日本の天文学に大きな影響を与えて
います．とりわけ重要だったのは，日本の光天文
学者チームが参加した初めての大規模国際共同プ
ロジェクトと言えるSDSS（スローン・デジタル・
スカイ・サーベイ）でしょう．

SDSSはGunnのアイディアに基づいて，プリ
ンストン大学，シカゴ大学を始めとするアメリカ
の7研究機関が当初DSSと名付けた米国プロジェ
クトとして検討していたものです．Jerryは，
1990年前後からプリンストンを頻繁に訪問して
いた池内了さん，福來正孝さんと私の3人に，日
本のDSSへの参加を打診してきました．彼は日
本と国際協力することのメリットを十分理解して
いたのです．この日米協力の鍵となったのは，当
時，東京大学の岡村定矩さんと国立天文台の関口
真木さんのグループが開発していたモザイク
CCDカメラで，DSSの心臓部となるこの技術を
知ったGunnが，日米協力に強く賛同してくれま
した．
その後，池内さん，岡村さん，福來さんを中心
として，13名からなる日本グループが組織され，
1992年にはスローン財団からの支援を受けて
SDSSが始動しました．日本グループは，関口真
木さんがGunnと共に中心となって開発したモザ
イクCCDカメラ，フィルター製作と測光システ
ムの校正をはじめ，ハード・ソフトの開発に大き
な貢献をしました．SDSSの科学的重要性は言う
までもありませんが，その経験を通じて培われた
プリンストンの天文学者たちとの人間関係は，現
在のHSCおよびPFSというすばる望遠鏡を用い
た国際共同サーベイを日本が主導する原動力と
なったと言えるでしょう．Jerryは後者には直接
関与していないものの，現在日本の光天文学者が
国際的枠組みの中で活躍する礎を築いてくれたの
は彼だったといって過言ではありません．

人柄
Jerryはユーモアに溢れた人で，研究は言うま
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でもなく人生のすべてを楽しんでいることが伝
わってきました．
彼はシカゴ大学大学院の指導教員であった

Chandrasekhar, そしてロシアのZel’dovichを特
に尊敬していました．1990年頃に彼の家に行く
と，Astrophysical Journalのバックナンバーが書
棚にずらっと並んでおり，「第一巻からすべての
論文に目を通しているのだが，もうすぐ最新号に
追いつくところだ」と言うのを聞いて仰天したこ
とを覚えています（Chandrasekharは1952年か
ら 1977年までAstrophysical Journalの編集長で
した．Jerryが彼の大学院生だったのはこの時期
と重なっています）．また，Jerryは「Zel’dovich
の論文は読むたびに新たな発見がある」と言って
いました．プリンストン大学出版会から1992年
に出たZel’dovich論文選集のeditorを務めている
こともその証でしょう．
プリンストンで行われたPeeblesの一般講演会

では，聴衆から「宇宙が膨張しているならば全て
の物体もまた同じく相似拡大しているのではない
か」という質問がありました．司会をしていた
Jerryは，「天文学者としてはその質問に対する答
えはNoであるが，長年自分のお腹を眺めてきた
経験からは，実はその解答は間違っているような
気がしてならない」と答えて場内を沸かせまし
た．

1995年，奥様のAliciaさんが招待されて講演
を行うため一緒に来日した際には「自分が講演す
る目的ではなく，単なる同伴者として外国に来た
のはこれが初めてだ」と嬉しそうに話していまし
た．多分その時だと思いますが，東大物理教室で
教室談話会をお願いしました．Jerryは講演の冒
頭で「プリンストンの大学院には世界中から優秀
な学生が来てくれる．例外はアフリカと日本だけ
である」と述べました．その影響なのかどうかは
わかりませんが，その講演を聞いていた当時学部
4年生の長峯健太郎君がその後プリンストンの大
学院に進学し，Jerryとの共同研究を通じて学位

を取得しました（彼は最初の半年だけ私の研究室
の大学院に在籍し，1996年9月に渡米しました）．

Jerryは1995年から2001年まではプリンストン
大学のprovostを務めました．その直後に彼から
聞いたのは「後年自分の論文リストを見ても
provostの時期がいつだったかわからないことを
目指している」と笑っていました．それを思い出
して，ADSを使って査読論文出版数の年次変化
を調べたところ，まさにその通りであることが確
認できました（図1）．その頃の彼は大学運営の
ことをしばしば口にするようになりました．「女
性教員を増やすために女性枠で限定公募をするの
は弊害のほうが多い．通常の公募の結果優秀な女
性教員を採用した学部には本部から新たなポジ
ションを提供する，と伝えたところ多くの学部で
女性教員採用が急増した」，「大学の財政を安定さ
せるには，経済的に恵まれない学生に対して授業
料を撤廃し生活費までも支給すべきである」など
と，繰り返し教えられました．
前者は特別枠で採用された女性教員に対する不
当な偏見をなくすためです．後者は「経済的に恵
まれていない学生がプリンストン大学から支援を
受けて成功すれば，卒業後にはその支援額の10
倍あるいは100倍もの寄付をしてくれる可能性が
高い．したがって学生に対する支援は，長期的に
はむしろ大学にとって大きなメリットとなるの
だ」とのことでした．私も歳を重ねるにつれ，そ
のような意見を表明する機会が増えましたが，正

図1 Jerry Ostrikerの出版年別査読論文数（ADSの
データをもとに作成）．
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直に告白すればそれらはすべて，20年ほど前の
Jerryからの受け売りでした．
私は2009年から3年間，プリンストン大学の

global scholarという客員教授のポストに就き，
毎年1ヵ月以上ペイトンホールに滞在しました
（写真1は2009年に一緒に撮った写真です）．た
だし 2011年は東日本大震災のために延期し，
2013年の秋に滞在しました．3回目となる2013
年の講演は，Spergelの勧めにしたがって，ペイ
トンホールではなく，Department of East Asian 
Studiesで行いました．その事情も少し考慮して，
村上春樹の小説『アフターダーク』に挿入されて
いる逸話をもとに，知的好奇心について少し喋り
ました．詳しくは拙著 [11]に譲りますが，登場
人物2人が以下の会話を交わす場面をその主題と
しました．
タカハシ「ハワイにまで来て，霜をなめて苔を食
べて暮らしたいとは誰も思わないよな．たしか
に．でも長男には，世界を少しでも遠くまで見た
いという好奇心があったし，それを押さえること
ができなかったんだよ．そのために支払わなく
ちゃいけないものがどんなに大きかったとしても
さ」
マリ「知的好奇心」
タカハシ「まさに」
「何かを本当に知りたいと思ったらそれに応じ
た代価を払わなくてはならない」は，おそらく日
本人的感性からは納得してもらえるでしょう．の
みならず日本人以外の多くの聴講者にもそれなり
に響いたという印象を持ちました．たまたまプリ
ンストン高等研に滞在中のRashid Sunyaevにも
褒めてもらいました（正確には私の講演ではなく
村上春樹の文章を，と言うべきでしょう）．とこ
ろが講演直後に近づいてきた Jerryは「Yasushi, 
あの部分は何を言いたいのか全く理解できない．
私はこれまで自分が知りたいことをずっと研究し

てきたが，そのために犠牲にしたものは何一つな
い」と言い放ちました．これこそまさに彼の人生
を象徴する言葉だなあ，と感心させられたことを
思い出します．
ついつい，個人的な話が多い追悼文になってし
まいました．ご容赦いただければ幸いです．しか
し，特に若い皆さんには，Jerryが日本の天文学
研究に色々な意味で大きな影響を与えていること
を覚えていてほしいと思います．改めて Jerryの
御冥福をお祈りします．

写真1  2009年客員教授としてプリンストンに滞在
中，夕食に招待してくれたレストランにて

写真2  1997年のIAU京都総会の際の「自由討論」（左
から，Craig Hogan, Jerry Ostriker, Joe Silk, 
私，Dick Bond）
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出会いと博士学位研究 長峯健太郎
大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻　e-mail: kn@astro-osaka.jp

私は，須藤先生が書かれている通り，1995年
に東大物理教室の教室談話会において，初めて
Jerry Ostrikerに出会いました．講演後，私は「プ
リンストンに行ってみたいが，天文学だけでなく
物理学にも強い関心がある」と伝えました．する
と彼は，「それならばまず物理学科に進学し，そ
の後に宇宙物理学科で博士学位研究を行うという
道もあるよ」と親切に助言してくれました．その
言葉に背中を押されるようにして，私は東大宇宙
理論研究室の修士課程に半年間だけ在籍した後，
プリンストン大の大学院物理学科に進学し，
1996‒2001年の5年間をプリンストンで過ごしま
した．
最初の 2年間はひたすら Prelim/Qualifying 

Exam*1に向けた物理の勉強でした．また，当時
の学科ルールとして，理論志望の学生であっても
一度は実験プロジェクトに関わる必要があり，私
はBorexinoニュートリノ実験に短期間参加しま
した．その後，博士課程後半の 3年間は主に
Peyton Hallで過ごし，Jerryの指導のもとで博士
学位研究を進めました．
しかしその頃，彼は副学長として平日は大学本
部に詰めていることが多く，学生との研究議論は
もっぱら週末に行われていました．私は，平日は
主にRenyue Cenと議論しながら研究を進め，週
末に Jerryに進捗を報告するというサイクルだっ
たと思います．土曜日，地下のオフィスで待って
いると，彼が順番に学生部屋を回ってくるので
す．まるでお医者さんの巡回診療のようでした．

我々学生は，その週に作成した図などを印刷して
準備し，彼が自分のオフィスの前に現れるのを今
か今かと待ち構えていました．須藤先生が示して
おられるように，Jerryの年間論文出版数が14本
に達しピークを迎えていたのが，ちょうど副学長
として極めて多忙だったこの時期であり，その事
実には驚かされます．
ある土曜の朝，彼が私のオフィスの前にジーン
ズ姿でいかにもリラックスした様子で現れまし
た．膝には土がたくさん付いており，転んで怪我
でもしたのかと思って「どうされたのですか？」
と尋ねると，彼は笑いながら「いや，家の前庭の
ガーデニングをしていただけだよ」と答えまし
た．このように，彼は普段は穏やかで温かい人で
した．英語で言えば，まさに“down to earth”
（地に足のついた，現実的で気取らない）という
言葉がふさわしい人物でした．しかしその一方
で，頭の中では常に思考がパルサーのように高速
回転しており，いつもサイエンスのことを考えて
いる様子でした．
毎週の学科コロキウムでは，彼はしばしば立ち
上がって質問をしていました．「私は70年代に同
じ研究をやっていてね…」と話し始めると，後方
の学生たちは「また始まったぞ」といった雰囲気
でクスクス笑いながらも，活発な議論を楽しんで
いました．そうした発言を快く思わない人もいた
かもしれませんが，後でオフィスに戻って調べて
みると，彼が本当に70年代にその分野の基礎と
なる大方の仕事を成し遂げていたことを確認する

*1 当時は，1年次（M1）の終わりにPreliminary Exam （力学，電磁気学，熱力学および統計力学についての筆記・口頭
試験），2年次（M2）にQualifying Exam（統計力学 II, 量子力学，相対論）という二段階の試験が課されており，これ
らを通過した者のみが博士学位研究を開始することを許されていて，現在の口頭試問のみの制度と比べてはるかに厳
格なものであった．5年一貫制の博士課程であったため，これらの試験は実質的に修士論文に相当する役割を果たし
ていた．
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ことがよくありました．そうした場で，学生たち
は議論の仕方を学んでいたと思います．

Jerryの研究スタイルは，緻密な数式を積み重
ねていくというよりも，鋭い直感に基づいてズバ
リと観測と直結するような一つの数式を提示する
ような感じでした．後年の宇宙論的流体シミュ
レーションにおいても，「Jerryは答えをあらかじ
め知っていて，その直感を表現するためにシミュ
レーションを実行しているのだ」と評されること
がよくありました．私自身も彼との共同研究を通
じて，そのように感じる場面に何度も遭遇しまし
た．
須藤先生も触れておられますが，後年，Jerry

から「経済的に恵まれない学生の授業料を段階的
に免除する制度を初めて導入したのは私なんだ」
と何度か聞いたことがあります．これは，副学長
としての彼にとって誇りに思う成果の一つだった
のでしょう．教育に関する思い入れの強さは，佐
藤勝彦先生と共通するところがあると感じられま
す．また彼は，『SDSSに“Digital”というキー
ワードを挿入したのが，私のSDSSへの最大の貢
献だ！』と冗談まじりによく語っていました．写
真乾板からCCDの時代への転換を，持ち前の
センスで象徴的に切り取ったのでしょう．さらに
Jerryは文学にも造詣が深く，夫人のAlicia 
Ostrikerは著名な詩人として知られています．あ
る追悼文 [12]には，学生時代にはサイエンスよ
りも文学に費やした時間の方が多かった，と記さ
れています．
私がプリンストンで過ごした博士研究の期間は
あまりにも濃密すぎて，今でもうまく言葉に表せ
ないところがあります．博士論文の指導教員は
「自分の奥さんよりも指導している学生との会話
時間の方が長い」という冗談がありますが，
Jerryは長い間，実際にそのような生活を送って
いたのではないかと思います．

2000年頃には，宇宙論的流体シミュレーショ
ンの比較・開発を目的としたGrand Challenge 

Cosmology Consortium（GC3）というプロジェ
クトがあり，私はその関係で Lars Hernquist, 
Mike Norman, Ed Bertschinger, Greg Bryanらと
知り合う機会を得ました．その出会いは，その後
のポスドクへと繋がる契機となりました．GC3の

ような研究スタイルは，現在もAGORAコード
比較プロジェクト [13]などに受け継がれている
と感じています．
また，当時プリンストン高等研究所を定期的に
訪問されていた福來正孝先生とは，博士論文に関
連した共同研究や議論を重ね，何本かの共著論文
を執筆しました．特に印象に残っているのは，福
來さんが日本に帰国された後，レフェリーへの回
答をめぐって緊急のテレコンを行う必要が生じた
ときのことです．双方の都合が合わず，東海岸の
週末早朝5時に設定せざるを得ませんでした．そ
の際，Jerryは嫌な顔一つせずオフィスに来てく
れ，まだ暗い早朝に彼のオフィスから電話をつな
いでテレコンを実施しました．当時は文字通り
「電話会議」でした．私は院生として，ただ無我
夢中で1分でも早くレフェリーへの回答を仕上げ
たい一心でしたが，現在の教員の立場から振り返
ると，学生のためにそこまで尽力する指導者はそ
う多くないのではないでしょうか．
プリンストン大やフランス IAPから発表された

追悼文 [14, 15]には，彼の宇宙物理学・宇宙論へ
の膨大な貢献が簡潔にまとめられていますので，
ここで改めて繰り返すことは控えたいと思いま
す．ただ一点，若い研究者達に心に留めておいて
ほしいのは，宇宙背景放射の温度揺らぎ観測に
よって宇宙論パラメータが精密に決定されるより
もはるか以前から，彼がダークマターとダークエ
ネルギーΛの存在を見抜いていたという事実で
す．その萌芽は，須藤先生が引用されている
1970年代初頭の銀河に関する論文に始まり，
1990年代の論文 [16, 17]で宇宙論的スケールへと
結実しました．私は，その結実が進む1990年代
後半の現場を間近で目撃することができ，非常に
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幸運でした．私の記憶の中の Jerryは，写真3が
一番近いかなと思います．
心からお悔やみ申し上げます．
Jerry, may you rest in peace.
2025年は，Jerryをはじめ，Joel Primack, Avishai 

DekelといったΛ cold dark matterモデルの構築
と，その枠組みにおける構造形成研究に大きく貢
献した研究者たちが相次いで逝去し，宇宙論研究
の一時代が終わったことを痛感させられます．彼
らが築き上げた知の灯を，今度は私たちが確実に
次世代へと受け継ぎ，さらに発展させていかなけ
ればならないことを考えさせられます．
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写真3 Jerryの近影（Ostrikerご家族より）
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月報だより・寄贈図書リスト

寄贈図書リスト

① 系外惑星の物理，犬塚修一郎・小林浩 編著，田
村元秀・大西利和・小久保英一郎・百瀬宗武・生

駒大洋 著，A5判，272ページ，5,000円＋税，講
談社

② 世界の暦文化事典　普及版，中牧弘允 編，A5
判，462ページ，5,800円＋税，丸善出版

研究会・集会案内

茨城大学理学部附属宇宙科学教育研究センター／
国立天文台水沢 VLBI観測所茨城観測局
第 17回【公開天文台】のお知らせ

日立市と高萩市に跨ってある32 mパラボラアンテ
ナ2基は，衛星通信アンテナから電波望遠鏡へのアッ
プグレードがなされ，日本・東アジアVLBIの主要施
設として，国際的に優れた天文学研究の成果を挙げて
います．子どもたちを含め，多くの地域のみなさん
に，宇宙の科学に親しんでいただきたいと考え，今年
度も公開天文台を開催することとなりました．

日時：  2026年 4月 18日（土）10時 30分～14時 30分
（雨天決行）

場所：茨城県高萩市石滝627‒1
（さくら宇宙公園内）
茨城大学理学部附属宇宙科学教育研究センター
国立天文台水沢VLBI観測所茨城観測局

主催：茨城大学
共催：国立天文台
後援：高萩市観光協会，日立市教育委員会，日立市観

光物産協会
内容：パラボラアンテナ施設・地下道見学

（10:30‒13:00［12:30受付終了］）
講演「宇宙を照らす謎の閃光」（橋山 和明
［国立天文台 水沢VLBI観測所 特任研究員］）
（13:00‒14:30［12:30より受付，先着100名］）

参加料：無料
アクセス：

[1]鉄道： JR常磐線高萩駅下車
（1）会場まで徒歩　約30分

（2） MyRideのるる（オンデマンドバス）利用：
さくら宇宙公園下車すぐ（当日の運行時間9
時から15時）

[2] 乗用車：常磐自動車道　高萩インターもしくは
日立北インターより高萩市街方面約15分9 km, 
明秀学園高萩キャンパス前を山側住宅街に曲が
り600 m先

駐車場：無料　普通車約300台駐車可
注意：アンテナ見学は動きやすい服装，靴で参加くだ

さい．
問い合わせ：茨城大学理学部附属宇宙科学教育研究セ

ンター
〒318‒0022 茨城県高萩市石滝627‒1
Tel: 0293‒24‒9516
Fax: 0293‒24‒9517
メールアドレス： infoast@ml.ibaraki.ac.jp
URL: http://www.asec.ibaraki.ac.jp/

会 務 案 内

会員の受賞報告

このたび，日本天文学会が推薦した会員が以下の通
り選考されましたので，報告いたします．

第66回（2025年度）東レ科学技術研究助成
三石郁之氏（名古屋大学大学院理学研究科 講師）
研究題目：精密光学と小型衛星による天文X線イメー

ジングの研究

月報だよりの原稿は毎月20日に締切り，翌月に発行の「天文月報」に掲
載いたします．ご投稿いただいた記事は，翌月初旬に一度校正をお願い
いたします．
記事の投稿は，e-mailで toukou@geppou.asj.or.jp宛にお送りください．
折り返し，受領の連絡をいたします．
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公益社団法人日本天文学会
2026年度（2026年 4月1日～ 2027年 3月 31日）
事業計画書と予算書

2026年1月13日に開催された代議員総会において
2026年度の事業計画書と予算書が承認されました．
事業計画書と予算書は日本天文学会ホームページ
（https://www.asj.or.jp）で公開しています．ホーム
ページ上部の「日本天文学会について」の情報公開を
ご覧ください．

日本天文学会2026年度事業計画書の概要

事業計画はおおむね例年どおりです．欧文研究報
告・天文月報・年会予稿集・ジュニアセッション予稿
集・「シリーズ現代の天文学」英語版および日本語改
訂版の刊行，年会の開催，全国同時七夕講演会，学会
各賞の授与，助成金，後援事業，民間団体等の各賞へ
の推薦，衛星設計コンテスト，キャリア支援事業，男
女共同参画事業，天文教育普及事業，インターネット
天文学辞典の編集，ウェブサイト・TENNET等の運
用，天文学白書作成に関する事業を行う予定です．
2026年度は新たに，若手国際交流研究会基金の設置
と，ハラスメント外部相談窓口の設置を予定していま
す．また，2026年度中に2027～2028年度の会長候補
者を選出する会長候補者選挙を行います．

日本天文学会2026年度予算書の概要

公益社団法人として，公益目的事業の適切な実施と
ともに，保有上限額がある遊休財産額の適正化を考慮
して予算書を作成しました．全体としては事業収益
120,005千円・事業費用131,071千円と，費用が収益
を上回る予定です．予算上最も大きな事業である欧文
報告事業では，論文アクセス制限解除（オープンアク
セス）の需要増及び円安の影響で引き続き収益が費用
を上回る見込みです．年会事業では，新投稿システム
への移行のため新たな費用を計上していますが，予稿
集の印刷版廃止による費用削減，開催地費用の減少見
込により，全体として前年度と同程度の費用となる見
込みです．その他については，現会員数に基づく会費
収益など，ほぼ例年どおりの経常収益です．経常費用
については，事業／法人活動を維持するための定常的
費用に加えて，2026年度から新たにハラスメント外
部相談窓口を設置するための費用，及び寄付金に基づ
く新たな助成事業である若手国際交流研究会基金のた

めの費用を計上しています．
（文責　庶務理事：永井洋，会計理事：美濃和陽典）

2025年度日本天文遺産について

2025年度日本天文遺産は，2026年1月13日の代議
員総会において次のように決定しましたのでご報告い
たします．

◇「星座石と陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑」
所有者：釡石市
管理者：本郷文化財愛護少年団育成会・釡石市教育

委員会
◇「上松赤外線望遠鏡」
所有者：兵庫県公立大学法人
管理者：兵庫県公立大学法人（兵庫県立大学西はり

ま天文台）

欧文研究報告（Publications of the Astro-
nomical Society of Japan: PASJ）からの
お知らせ

昨年4月から実施しております「本文掲載料の半額
化」につきまして，多くの論文をご投稿いただきあり
がとうございます．
引き続き皆様にご利用いただけるよう，半額適用の
期間をさらに1年間延長することにいたしました．
新たな期間終了日は「2027年3月31日」です．期
間内に投稿され，受理時にStandard License（非オー
プンアクセス論文）を選択された場合，会員資格の有
無にかかわらず，本文掲載料が半額となります．
従来通り，条件を満たす場合は正会員割引が適用さ
れます．正会員割引は，筆頭かどうかにかかわらず著
者に正会員が含まれており，投稿査読システムに正会
員（１名）の方の会員番号を入力した場合にのみ適用
されます．
標準　3,000円 /頁
正会員割引　2,100円 /頁

なお，オープンアクセス論文は半額化の対象外で
す．
皆さまからの投稿をお待ちしております．

欧文研究報告編集委員会
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天文月報 119巻5月号　主な掲載予定記事
すばる望遠鏡 学生PI現地観測プログラム特集（1）：巻頭言【宮﨑聡】　化学特異星の近赤外線高分散分光観測と中
性子星合体からの電磁波放射への応用【土本菜々恵】　すばる望遠鏡で探るビッグバン元素合成時のヘリウム量
【松本明訓】　はやぶさ2拡張ミッション探査先小惑星1998 KY26の可視分光および偏光観測【紅山仁】　ホット
ジュピターの最期を追った掩蔽観測【河合優悟】　すばる望遠鏡の現地観測を通じて学んだこと【鈴木善久】
天球儀：講書始の儀【家正則】
〈シリーズ〉海外の研究室から：海外で研究する，という選択肢―NASAでの6年間【村松はるか】




